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〉

一
　
【
要
約
］
　
寛
永
期
（
一
六
二
四
…
四
四
）
の
畿
内
並
々
に
お
け
る
農
民
支
配
は
、
二
つ
の
面
か
ら
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
一
は
、
夫
役
の
徴
収
で
あ
っ
て
、
　
　

蒙
・
鶴
力
を
享
・
鍵
の
殆
茎
部
が
、
濤
の
も
・
に
役
家
・
し
て
幾
・
れ
た
．
そ
の
濠
、
籍
叢
の
確
保
の
た
め
に
、
綴
分
籍
・
∴

㎝
新
し
く
分
立
し
た
小
農
民
の
う
ち
か
ら
年
寄
を
多
数
任
命
し
、
貢
納
に
か
ん
す
る
権
限
を
彼
ら
に
与
え
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
当
落
在
地
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ね

　
　
に
お
い
て
小
領
主
約
所
有
を
発
展
さ
せ
つ
つ
あ
っ
た
崖
屋
閣
の
社
会
経
済
的
勢
力
を
殺
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
幕
府
は
、
こ
れ
ら
小
領
主
的
所
有
の
　
㌔

…
蓋
・
な
っ
て
い
た
翠
林
野
の
支
配
獲
干
渉
…
れ
忠
言
の
誕
書
す
る
と
と
も
に
・
灌
婆
妻
署
す
…
に
・
つ
て
・
皇
の
権
…

｛
力
基
盤
と
し
て
の
幕
藩
封
建
的
家
族
自
営
農
成
立
の
条
件
を
積
極
的
に
創
出
し
た
の
で
あ
る
。
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内

は
じ
め
に

　
一
六
世
紀
末
か
ら
一
七
世
紀
前
半
に
至
る
近
世
封
建
社
会
の
成
立

を
、
日
本
史
の
時
期
区
分
の
上
で
い
か
に
評
価
す
る
か
と
い
う
問
題

は
、
戦
後
に
お
け
る
歴
史
学
の
主
要
な
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
と
に
、
太
閤
検
地
の
評
価
に
か
ん
す
る
安
良
城
盛
昭
氏
の
仮
設
的

貼
問
題
提
起
以
来
、
問
題
は
飛
躍
的
…
に
展
開
し
、
そ
の
論
議
の
内
容
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

多
岐
に
わ
た
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
織
豊
か
ら
徳
川
に

至
る
時
期
を
統
一
的
封
建
権
力
確
立
へ
の
一
貫
し
た
過
程
と
み
る
な

ら
ば
、
問
題
は
徳
川
幕
藩
体
制
の
下
で
、
幕
藩
領
主
的
土
地
所
有
お

よ
び
そ
れ
に
対
応
す
る
本
百
姓
が
ど
の
よ
う
に
定
着
し
た
か
を
検
討

す
る
こ
と
な
く
し
て
は
解
決
せ
ず
、
仮
設
も
ま
た
仮
設
た
る
に
止
ま

る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
に
か
ん
し
て
、
従
来
幕
初
の
一
七
世
紀
前
半

の
研
究
が
二
つ
の
側
面
か
ら
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
一
は
、
地
域
村

落
構
造
の
面
か
ら
本
百
姓
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
接
近
さ
れ
て
い
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
で
、
史
料
は
主
に
地
方
史
料
に
よ
つ
て
い
る
。
そ
の
二
は
、
幕
藩

（1）1



領
主
の
全
三
三
全
藩
的
法
令
の
分
析
を
通
じ
て
、
封
建
酌
土
地
所
有

者
の
意
図
か
ら
こ
の
時
期
の
社
会
構
成
の
本
質
に
接
近
し
よ
う
と
す

　
　
　
　
　
　
③

る
竜
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
　
二
者
の
関
連
が
い
ま
だ
十
分
に
統
一

ざ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
領
主
の
法
令
が
い
か
な
る
在
地
構
造
に
対

感
し
て
繊
さ
れ
た
も
の
か
、
諸
階
層
…
は
そ
れ
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な

影
響
を
う
け
た
か
な
ど
の
、
幕
藩
体
制
的
社
会
構
造
の
性
格
に
か
か

わ
る
主
要
な
問
題
が
検
証
さ
れ
な
い
ま
ま
に
の
こ
さ
れ
て
き
た
。

　
本
稿
は
、
大
略
お
の
ご
と
き
研
究
史
の
理
解
の
上
に
立
っ
て
、
一

七
世
紀
前
半
に
お
け
る
徳
川
幕
麿
代
宮
所
領
（
畿
内
）
の
現
状
分
析
を

通
じ
て
、
そ
の
支
配
構
造
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
し
て
い
る
。
幕
府

代
蜜
所
領
は
ハ
，
幕
藩
的
土
地
所
膚
者
の
意
図
が
も
っ
と
も
端
的
、
か

っ
集
中
的
に
あ
わ
わ
れ
る
竜
の
と
し
て
、
幕
藻
…
体
制
研
究
の
上
で
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

っ
の
典
型
た
り
う
る
資
格
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

①
紙
麟
の
制
限
に
よ
り
研
究
史
を
大
幅
に
削
除
し
た
の
で
舌
足
ら
ず
の
点

　
ほ
御
容
瀬
瀬
い
た
い
。

安
戯
以
楠
梱
繊
猟
昭
娩
　
「
山
A
閤
踊
窪
地
の
歴
史
酌
晶
剛
…
灘
匹
」
　
（
麻
㎜
史
学
禦
僻
究
一
山
ハ
一
瓢
・

　
一
轟
ハ
㈱
辮
職
、
　
昭
銘
）
、
　
閲
一
二
「
太
㎜
闘
検
地
の
豚
禺
史
酌
意
義
」
（
画
一
朋
一
六

　
毛
所
服
、
昭
2
9
）
、
　
宮
規
満
氏
『
太
闇
検
地
講
』
昭
3
2
所
収
譜
論
稿
、
、
社

、
会
経
済
史
学
会
編
『
封
建
麟
考
量
の
確
立
』
昭
3
2
、
遠
藤
進
之
助
雪
景
、
近

世
縫
轡
社
会
史
論
』
昭
3
1
、
今
井
林
太
郎
・
八
木
哲
浩
氏
『
封
建
挫
会
の

　
擬
村
策
動
臨
昭
鐙
、
等
々
、

②
遠
藤
氏
前
掲
警
、
今
井
・
八
木
氏
前
掲
欝
、
宮
揖
氏
前
掲
欝
そ
の
ほ
か

　
近
世
初
期
の
殆
ど
の
研
究
は
こ
の
接
近
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
－

③
安
良
城
氏
前
掲
諸
論
稿
。
最
近
で
は
、
古
島
敏
雄
氏
編
『
二
本
地
主
制

史
論
』
昭
3
3
の
こ
の
部
分
を
扱
っ
た
論
稿
は
い
ず
れ
も
こ
の
方
法
に
よ
つ

　
て
い
る
。

④
も
と
よ
り
代
官
所
領
と
い
え
ど
も
地
域
に
よ
り
差
の
あ
る
こ
と
は
明
ら

　
か
で
あ
っ
て
、
本
稿
に
あ
ら
わ
れ
た
審
実
を
も
つ
て
直
ち
に
全
国
に
及
ぼ

　
そ
う
と
い
う
つ
も
り
は
な
い
が
、
初
期
幕
政
の
主
要
な
動
向
を
見
通
す
上

’
で
一
助
と
は
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
先
学
諸
賢
の
欄
　
温
潤
を
乞
う
次
第
で

　
あ
る
。

闘
、
支
配
組
織

　
徳
川
幕
府
薩
轄
領
に
お
け
る
支
配
機
構
の
整
備
は
、
直
領
纂
務
を

始一

i
揖
す
サ
萄
加
勘
定
綿
蹟
の
肌
双
概
さ
れ
た
奮
汕
・
氷
一
荊
ん
h
一
六
四
二
）
軍
需
を
q
も
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

て
一
つ
の
劃
期
を
な
す
と
考
え
ら
れ
る
。
　
そ
の
意
味
は
、
　
元
和
元

（
一
六
一
五
）
、
年
の
豊
臣
氏
滅
亡
以
来
、
江
戸
を
中
心
と
し
た
司
法
行

政
区
域
と
、
京
都
・
大
坂
を
中
心
と
し
た
・
そ
れ
と
に
全
国
が
二
大
別

さ
れ
て
い
た
の
が
、
と
も
か
く
も
こ
の
年
か
ら
統
一
さ
れ
た
と
い
う

点
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
直
領
の
支
配
組
織
を
問
題
に
す
る
場
合

に
、
　
一
応
寛
永
一
九
年
と
い
う
年
で
区
分
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
実
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際
に
は
幕
府
の
方
針
は
か
な
り
柔
軟
で
、
寛
交
頃
（
ニ
ハ
六
〇
年
代
）

ま
で
前
の
襟
度
が
の
こ
さ
れ
た
場
合
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
で
は
勘
定
頭
設
鐙
の
事
実
を
念
頭
に
カ
き
つ
つ
、
元
和
か
ら
寛

文
に
至
る
蒔
期
を
一
括
し
て
考
察
し
た
い
。
こ
の
区
分
は
ま
た
、
近

時
に
お
け
る
農
村
史
研
究
の
成
果
に
も
と
ず
く
時
期
区
分
と
も
ほ
ぼ

　
　
　
②

一
致
す
る
。

↓
郡
代
・
代
官

（　
こ
の
時
期
の
直
領
の
地
方
支
配
を
考
え
る
場
合
に
第
一
に
あ
げ
ね

ば
な
ら
な
い
の
は
郡
代
で
あ
る
。
初
期
の
郡
代
に
つ
い
て
は
な
お
詳

し
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
、
従
来
も
そ
の
存
在
を
指
摘
さ

れ
る
に
止
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
畿
内
に
つ
い
て
い
え
ば
、
尼

　
　
　
　
　
　
　
③

騎
郡
代
建
部
内
匠
頭
は
別
と
し
て
も
、
当
面
す
る
時
期
に
つ
い
て
丹

　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

波
郡
代
五
味
豊
直
、
摂
津
河
内
郡
代
須
田
父
子
ら
が
あ
り
、
五
味
．

須
阻
両
氏
ら
は
後
述
す
る
ご
と
く
地
方
史
料
に
お
い
て
も
そ
の
郡
代

と
し
て
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
郡
代
の
機
能
に
つ
い

て
は
別
に
稿
を
改
め
て
詳
説
し
た
い
が
、
五
畿
内
奉
行
．
五
畿
内
代

官
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
単
に
代
官
の
大
き
い
も
の
と
い
う
だ
け
で
な

い
独
自
の
性
格
と
任
務
を
有
し
て
い
た
の
で
、
代
官
と
の
関
係
も
上

司
－
下
司
の
命
令
関
係
に
立
っ
て
い
た
。
そ
の
機
能
は
の
ち
に
勘
定

奉
行
や
代
官
の
そ
れ
に
分
裂
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
寛
永
期
の

畿
内
は
、
各
郡
代
・
京
都
所
司
代
・
大
坂
城
代
・
大
坂
町
奉
行
ら
の

合
議
に
よ
る
畿
内
（
或
は
西
図
）
独
霞
の
司
法
行
政
が
行
わ
れ
て
い
た

模
様
で
、
、
前
述
の
寛
永
一
九
年
以
降
も
老
中
の
指
令
に
は
則
し
つ
つ

も
、
こ
れ
と
は
別
に
畿
内
の
独
法
性
を
加
味
し
た
指
令
が
、
こ
れ
ら

の
人
女
の
連
署
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
事
実
を
在
地
に
下
さ
れ
た
法
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
奥
書
な
ど
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
代
官
が
行
政
系
統
と
し
て
郡
代
の
支
配
を
受
け
る
立
場
に
あ
っ
た

こ
と
も
同
様
の
史
料
に
よ
る
わ
け
で
、
次
に
掲
げ
る
寛
永
一
九
年
七

月
一
九
田
付
覚
の
奥
書
竜
こ
う
し
た
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
の
覚
は
田
方
木
綿
作
の
禁
止
を
含
む
一
九
条
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、

本
文
は
略
す
。

ω
　
右
二
二
在
々
所
々
不
残
無
油
断
可
被
申
付
候

　
寛
永
＋
九
年

　
　
午
七
月
十
九
臼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
味
金
右
衛
門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
堀
遠
江
守
　
印

　
　
末
吉
孫
左
衛
門
殿

　
右
之
通
御
定
之
書
物
出
テ
協
關
写
遣
協
、
此
旨
可
獺
守
協
、
若
於
根
背
者
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そ
の
者
之
儀
ハ
不
及
申
、
五
人
緯
庄
量
年
寄
曲
事
二
可
申
付
“
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

　
　
午
七
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
末
吉
孫
左
衛
門
殿

右
之
通
論
定
之
御
一
ツ
書
御
隠
被
下
協
、
村
中
不
残
拝
見
仕
申
協
、
急
度

欄
守
可
算
協
、
野
相
背
も
の
御
座
怖
ハ
玉
其
者
之
儀
臨
調
及
申
上
五
人
組

庄
屋
年
寄
曲
事
二
可
被
仰
付
鼻
、
為
其
判
形
仕
り
差
上
申
“
、
以
上

　
寛
永
十
九
年

　
　
午
七
月
晦
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
々
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
寄
　
　
連
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
百
姓

②
　
右
之
通
在
々
断
々
不
残
無
油
断
可
被
申
付
協

　
　
　
午
七
月
廿
五
β

　
三
門
被
仰
渡
協
間
、
在
々
庄
屋
年
寄
百
姓
申
此
趣
を
承
堅
違
背
仕
問
敷
協

　
若
相
背
考
於
有
之
薪
曲
事
二
可
申
付
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
野
藤
次
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
更
池
村
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
並

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓
中

　
史
料
O
D
㈹
と
も
本
文
は
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
前
者
は
写
し
で
あ
り
、

後
者
は
村
へ
下
さ
れ
た
時
の
正
式
の
交
書
で
あ
る
。
①
を
み
れ
ば
、

こ
の
覚
が
寛
永
一
九
年
七
月
一
九
日
に
五
味
金
右
籍
門
・
小
堀
遠
江

守
両
人
の
名
で
末
吉
孫
左
籍
門
に
．
宛
て
出
さ
れ
、
七
月
二
八
日
に
末

出
口
か
ら
ノ
村
浸
へ
布
締
迷
、
こ
、
れ
に
．
対
し
て
七
月
晦
潤
に
薄
々
庄
屋
年
寄

惣
百
姓
が
連
判
請
状
を
提
出
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
五
味
・
小
堀
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

氏
は
こ
の
時
、
　
京
代
官
を
勤
め
五
畿
内
奉
行
（
郡
代
）
で
あ
っ
た
。

末
吉
は
い
う
ま
で
も
な
く
摂
津
平
野
郷
の
名
家
で
、
当
時
河
内
の
代

官
で
あ
っ
た
。
史
料
②
の
平
野
藤
…
次
郎
も
ま
た
同
様
で
あ
っ
た
か
ら
、

こ
の
覚
は
五
畿
内
郡
代
が
管
下
の
代
官
に
発
し
、
代
官
を
通
じ
て
農

民
に
布
令
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
郡
代
は
常
に
代
官
を
通
し
て
の
み
農
村
を
把
握
し
た
の
で

は
な
く
、
郡
代
が
直
接
自
己
の
支
配
地
を
持
つ
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ

の
例
証
と
し
て
は
、
大
阪
府
全
志
な
ど
に
よ
り
各
村
の
沿
革
を
み
る

な
ら
ば
忽
ち
諒
解
し
う
る
が
、
地
方
史
料
に
よ
り
確
か
め
る
な
ら
ば
、

河
内
国
河
内
郡
六
万
寺
村
は
寛
永
四
（
一
六
二
七
）
年
以
来
前
掲
摂
河

郡
代
須
照
次
郎
太
郎
、
岡
一
九
（
一
六
四
一
一
）
年
以
来
五
味
金
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
支
配
で
あ
っ
た
し
、
同
国
古
市
郡
碓
井
村
は
元
和
元
（
一
六
一
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

年
以
来
五
味
氏
の
支
配
地
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
初
期
畿
内
幕
領

の
支
配
系
統
は
、
郡
代
－
代
官
一
村
と
、
郡
代
一
村
の
こ
系
統
か
ら

成
っ
て
い
た
。
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近世初頭における畿内幕領の支配構造（朝尾）

　二
　
郡

（　
　
志
紀
郡
半
年
事
定
次
第

　
一
番
狐
回
ケ
日
四
半
但
…
陶
有
之
年
ハ
五
ケ
月

　
二
≧
七
ヶ
月
半
二
二
有
之
年
ハ
八
ケ
月

　
三
≧

　
四
≧

　
五
≧

　
六
≧

　
七
≧

　
八
≧

　
九
≧

田
井
申
村

太
田
村

沼
村
・
北
条
村
・
国
府
村

弓
創
村

沢
田
村
・
林
村
・
古
室
村
・
舟
橋
村

老
原
村

太
井
村

南
木
本
村
・
北
木
本
村

柏
原
村

　
右
割
付
次
第
都
通
半
年
替
一
一
い
た
し
当
番
之
村
一
芝
之
役
儀
無
油
断
凶
相

　
勤
、
番
之
内
捌
か
工
里
怖
窺
赤
髭
番
替
二
罷
成
協
と
も
右
四
か
玉
里
織
工

　
≧
村
事
済
可
否
協
、
致
油
断
滞
儀
於
有
之
者
可
為
曲
事
者
也

　
　
正
保
塁
七
月
旨
　
　
　
学
僕
左
爾
粒

　
　
　
　
　
　
⑫

　
こ
の
史
料
は
、
原
文
書
が
配
せ
ら
れ
た
当
時
の
写
し
と
推
定
さ
れ

る
。
三
番
以
降
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
意
味
は

十
分
通
ず
る
。
こ
こ
で
の
問
題
は
、
前
節
で
み
た
郡
代
i
代
官
一
村
、

或
は
郡
代
一
村
の
支
配
系
統
に
お
い
て
、
　
郡
代
（
遷
宮
）
が
直
接
線

量
の
庄
屋
に
つ
な
が
る
形
を
と
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
右

の
史
料
は
、
代
官
－
村
の
闘
に
「
郡
」
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
そ
れ
が
い
か
な
る
内
容
を
有
し
た
か
は
直
ち
に
判
ら
な
い
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

し
て
も
、
一
郡
之
役
儀
を
勤
め
る
た
め
に
河
内
国
志
紀
郡
の
全
村
を

一
定
の
基
準
に
も
と
ず
い
て
九
番
に
分
け
、
　
半
年
ご
と
（
実
際
は
基

準
の
大
小
に
よ
り
四
ヵ
月
半
と
か
七
ヵ
月
半
ご
と
）
に
交
替
で
「
捌
」
を

行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
河
内
郡
六
万
寺
村
で
も
明
暦
元
（
エ
ハ
五
五
）
年
に
「
郡
支
配
銀
」

が
高
一
石
に
つ
き
銀
一
分
五
厘
一
二
分
か
け
ら
れ
て
お
り
、
村
懸
り

　
　
　
　
　
　
　
　
（
並
）

な
ど
の
訴
訟
に
「
郡
な
み
之
事
」
と
い
っ
た
記
述
が
し
ば
し
ば
み
ら

れ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
当
時
「
郡
」
が
一
般
行
政
単
位
と
し
て
存

在
し
た
こ
と
は
推
定
し
う
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
郡
が
擬
制
化

し
て
単
な
る
地
名
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
ほ
ど
の
意
義
し
か
も
た
な
く

な
る
中
期
以
降
と
は
区
別
さ
れ
る
現
象
で
、
前
代
の
紅
鮭
的
な
も
の

に
む
し
ろ
類
似
し
て
い
る
。
　
前
記
「
捌
」
な
る
用
語
や
、
　
元
和
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

（
一
六
一
七
）
年
の
碓
井
村
交
書
に
み
ら
れ
る
「
古
市
郡
之
よ
こ
め
」

な
る
語
は
、
郡
内
で
の
一
種
の
自
治
・
裁
判
権
の
名
残
り
を
示
し
て

い
る
や
に
思
わ
れ
る
。
初
期
の
村
落
ま
た
は
村
落
相
互
間
の
争
い
が
、

郡
内
な
い
し
近
郷
庄
屋
層
の
調
停
に
そ
の
解
決
を
任
さ
れ
て
い
た
こ

と
、
代
官
が
こ
れ
を
公
認
し
て
い
た
こ
と
も
法
令
に
み
え
る
と
こ
ろ
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⑭

で
あ
る
。

　
萄
　
村
役
人
（
多
数
年
寄
捌
）

　
く
　
先
に
法
令
の
伝
達
経
路
．
で
み
た
ご
と
く
、
こ
れ
は
最
終
的
に
は
支

配
下
二
村
の
庄
屋
・
年
害
∵
百
姓
中
に
宛
て
ら
れ
て
い
た
。
初
期
の

幕
領
に
お
け
る
村
落
支
配
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
庄

量
・
年
寄
な
ど
初
期
の
村
役
人
制
度
、
そ
の
基
礎
に
あ
る
村
内
の
身

分
制
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
対
象
地
と
し
て
と
く

に
幕
領
の
集
中
し
て
い
た
河
内
国
を
と
る
こ
と
前
に
同
じ
で
あ
る
。

初
期
の
農
民
身
分
と
し
て
は
、
管
見
の
限
り
幕
府
の
全
国
的
範
囲
の

法
令
に
は
庄
屋
、
小
（
脇
）
百
姓
が
あ
る
の
み
で
あ
る
が
、
郡
代
（
代

官
）
単
位
の
法
令
に
な
る
と
こ
れ
に
年
寄
を
加
え
、
庄
屋
－
年
寄
一

嘗
（
脇
）
百
姓
の
三
身
分
と
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
貢
租
収
取
に
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

。
か
わ
る
規
定
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
庄
屋
・
年
寄
の
村

役
人
以
外
は
全
部
小
（
脇
）
百
姓
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。

　
次
に
初
期
の
村
役
人
制
度
の
性
格
を
、
前
述
の
河
内
郡
六
万
寺
村
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

古
市
郡
碓
井
村
の
ほ
か
末
吉
孫
左
衛
門
代
官
支
配
志
紀
郡
太
田
村
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

曾
我
丹
波
守
知
行
河
内
郡
松
原
村
・
平
野
藤
次
郎
代
官
支
配
丹
北
郡

更
池
村
の
五
村
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
何
よ
り
も
ま
ず
気
付
く
こ

第　一　表

村名（年代） 品書讐KA旱。）

と
は
、
中
期
以
降
に
比
し
て
よ
り
多
数
の
村
役
人
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
五
村
の
庄
屋
・
年
寄
数
と
小
（
脇
）

百
姓
数
お
よ
び
そ
れ
ら
の
相
互
の
関
連
に
つ
い
て
統
計
的
に
整
理
す

る
と
第
一
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
碓
井
二
更
池
は
寛
永
二
一
年
の
人

数
帳
に
よ
り
、
　
庄
屋
・
年
寄
一
人
当
り
平
均
支
配
小
百
姓
数
量
・

一二

O
お
よ
び
二
・
六
七
、
六
万
寺
は
慶
安
二
年
の
五
人
組
帳
に
よ
り

同
じ
く
七
・
五
五
、
松
原
は
寛
文
四
年
の
地
頭
触
に
た
い
す
る
連
判

請
状
に
よ
り
六
・
四
〇
、
太
田
は
延
宝
元
年
の
「
子
墨
黒
御
納
米
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
冊
丑
之
年
高
役
村
二
巴
万
入
用
帳

6．33

2．67

Z55

6．40

6．87

38

W
8
3
3
2
m

5
2
1
0
4
1
4

1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
9
9

翰
つ
効
鋤
紛

㏄
O
価
㏄
c
6

井
池
寺
原
田

　
　
属

下
更
六
松
太

（
控
）
」
の
奥
書
に
惣
百
姓
連
判
し
た

も
の
に
よ
り
同
じ
く
六
・
八
七
と
い

　
　
　
　
　
⑲

う
数
字
を
得
た
6
ほ
か
に
・
も
同
じ
頃

河
内
郡
四
条
村
に
庄
屋
二
人
年
番
、

同
曽
池
嶋
村
庄
屋
三
人
、
同
横
小
路

村
庄
屋
三
人
と
い
う
記
事
が
六
万
寺

村
文
書
の
中
に
み
え
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
状
態
は
江

戸
時
代
中
後
期
に
お
け
る
村
役
人
綱

慶
の
実
態
と
は
全
く
異
っ
た
も
の
で
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近世初頭資おける畿内幕領の支配構造（朝羅）

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
期
以
降
に
あ
っ
て
は
全
般
的
に
村
内
戸
数
の

増
加
が
み
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
人
の
庄
屋
と
一
～
三
人
程

度
の
年
寄
と
い
う
形
が
支
配
的
で
あ
り
　
（
そ
の
代
り
哲
姓
代
が
あ
ら
わ

れ
る
が
そ
れ
を
含
め
て
も
そ
ん
な
に
多
く
は
な
ら
な
い
）
、
た
と
え
ば
六
万

寺
村
で
は
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
の
村
明
細
帳
に
よ
れ
ば
庄
屋
一
、

年
寄
三
（
百
姓
代
四
）
、
総
戸
数
二
六
四
と
な
っ
て
お
夢
、
庄
屋
、
年

寄
一
人
当
り
支
配
百
姓
数
は
四
〇
、
百
姓
代
を
含
め
て
も
一
人
当
P

支
配
百
姓
数
一
九
・
八
と
な
り
、
慶
安
二
年
忌
二
・
六
借
強
に
当
る
。

こ
の
事
情
は
畿
内
、
す
く
な
く
と
も
河
内
一
般
に
適
用
し
う
る
の
で

こ
こ
に
一
々
例
証
し
な
い
が
、
お
よ
そ
元
禄
頃
（
一
八
世
紀
初
頭
）
言

で
続
い
た
と
み
て
よ
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
比
較
的
多
数
の
村
役
人

捌
度
の
実
質
は
年
寄
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
で
、
わ
れ
わ
れ

は
い
ま
こ
れ
を
多
数
年
寄
制
と
呼
び
た
い
。
問
題
は
こ
の
原
則
が
遺

制
か
そ
れ
と
も
こ
の
時
期
に
特
徴
的
な
事
態
か
と
い
う
点
で
あ
る
が
、

六
万
寺
村
に
つ
い
て
い
え
ば
、
寛
永
一
八
（
一
六
四
一
）
年
に
年
寄
は

｝
血
、
　
慶
安
一
一
（
一
六
四
九
）
年
に
一
〇
、
　
田
脚
暦
ニ
ル
年
（
一
六
五
五
）
に
は

一
二
と
な
っ
て
い
る
の
で
こ
の
時
期
に
特
に
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
は
、
そ
れ
と
と
も
に

全
体
の
百
姓
…
数
（
小
百
姓
数
）
が
比
例
酌
に
増
大
し
て
い
る
の
で
一
人

当
平
均
支
配
小
百
姓
数
は
お
お
む
ね
不
変
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
多

数
年
寄
制
は
一
七
世
紀
前
半
の
飛
躍
的
な
小
百
姓
増
加
に
照
応
し
て

い
る
と
一
応
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
次
に
多
数
年
寄
制
の
機
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
知
る
に
は
代
官
法

令
の
年
寄
の
役
儀
を
規
定
し
た
部
分
を
拾
っ
て
み
れ
ば
お
の
ず
と
明

ら
か
に
な
る
。
い
ま
、
と
く
に
年
寄
の
役
目
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い

る
竜
の
を
掲
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
（
割
註
は
発
布
年
月
日
代
官
名
）
。

　
一
徹
納
所
之
義
、
年
寄
中
改
御
米
、
御
公
儀
御
判
之
舛
二
郷
納
舛
敢
誓
紙
い

　
た
さ
せ
可
申
黙

　
一
御
蔵
詰
米
之
時
者
、
庄
青
年
嵜
年
行
事
御
蔵
へ
罷
出
肝
煎
詰
仕
舞
二
幅
協

　
若
隠
託
申
義
怖
者
可
為
曲
事
號
嚇
謝
拠
蜘
正
．
血
隠

　
一
升
取
払
儀
、
一
村
に
弐
人
ツ
ツ
評
定
依
帖
照
贋
不
仕
様
に
堅
串
付
、
納
所

可
仕
監
、
叢
欝
・
月
⑳

　
一
年
貢
皆
済
不
仕
以
荊
、
出
作
回
外
脇
へ
絹
二
三
敷
砧
、
其
上
友
百
三
二
無

　
構
自
門
皆
済
可
仕
峰
、
米
致
吟
味
舛
駐
至
重
念
入
、
納
之
時
分
庄
屋
井
年

　
寄
春
年
番
二
致
シ
ニ
人
都
合
三
人
蔵
二
封
を
付
、
尤
米
納
重
三
誰
納
と
札

　
を
俵
之
内
へ
入
可
申
協
、
払
之
節
升
爆
違
悪
米
有
之
者
、
其
百
姓
駄
賃
を

　
出
し
納
か
へ
可
五
爵
、
皆
納
之
節
ハ
右
庄
屋
年
寄
立
合
、
俵
数
見
届
蔵
二

蓼
付
可
申
轟
薮
編
㌦
・
⑳

　
一
御
蔵
岡
目
限
之
儀
、
御
蔵
衆
江
尋
二
参
協
時
も
庄
麗
年
簿
一
綱
二
可
参
難

（7）7



　
延
蜜
元
・
九
月

　
平
野
藤
次
郎

　
年
寄
は
、
年
貢
を
納
め
る
時
に
「
段
取
」
を
つ
と
め
、
蔵
詰
の
時

に
庄
屋
と
と
も
に
封
印
に
立
会
う
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
し
か

も
そ
れ
は
年
番
で
行
わ
れ
る
。
　
六
万
寺
・
村
で
は
明
暦
一
躍
（
一
六
五
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

年
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
六
万
寺
村
二
年
寄
拾
二
入
御
座
協
、
其
内
九
兵
衛
兄
弟
四
人
ハ
面
年
嵜
二

　
而
、
村
之
作
配
仕
協
、
由
岐
御
公
儀
様
御
用
等
、
御
詰
米
入
用
吟
味
仕
協

　
蒔
ハ
残
ル
年
寄
立
合
、
右
四
人
之
内
五
郎
右
衛
門
筆
取
に
て
万
事
吟
味
之

　
上
、
割
符
帳
二
書
付
申
協
、

　
こ
れ
は
庄
屋
が
記
し
た
・
も
の
だ
が
、
一
二
名
の
年
寄
の
う
ち
四
名

（
お
も
て
カ
）

が
「
面
年
寄
」
で
平
常
の
「
村
之
作
配
」
を
行
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

幕
府
代
官
と
の
関
係
（
「
御
公
儀
様
御
用
」
「
御
詰
米
入
用
吟
味
」
）
に
お

い
て
は
残
り
の
八
入
の
年
寄
が
立
会
い
、
面
年
寄
の
う
ち
の
一
人
が

弓
取
で
帳
面
に
付
け
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
。
岡
じ
事
を
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
う
も
の
べ
て
い
る
。
　
（
文
申
「
私
福
と
あ
る
は
庄
屡
）
。

六
万
寺
村
二
拾
二
人
之
年
寄
御
座
偽
、
万
事
御
公
儀
様
御
用
等
村
之
支
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
虫
損
）

私
無
調
法
二
御
塵
協
ゆ
へ
年
寄
共
立
合
吟
味
仕
相
談
之
上
二
皿
割
二
三
帽

要
す
る
に
、
対
幕
府
の
関
係
、
と
く
に
貢
租
収
取
の
礪
に
お
い
て

年
寄
の
立
合
と
合
議
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
面
年
寄
な

ら
ぬ
「
残
ル
年
寄
」
の
登
用
設
定
一
多
数
年
寄
制
は
、
幕
府
の
貢
租

収
取
組
織
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
幕
府
の
政
策
は
、
貢
租
面
に
お
け
る
庄
屋
層
の
権
限

の
抑
制
と
い
う
こ
と
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
次
の
よ
う
な
法
令
は
ど

こ
に
で
も
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
一
毎
年
年
貢
之
わ
り
、
庄
屋
我
ま
x
に
仕
間
敷
由
、
初
入
二
時
よ
り
申
付
砺

い
・
く
警
楚
わ
ら
せ
可
畢
懸
磐
二
．
骨
七
⑪

　
こ
う
し
た
趣
旨
が
、
幕
府
の
代
官
に
対
す
る
覚
で
「
毎
年
三
方
割

付
、
惣
百
姓
に
不
三
見
セ
三
三
加
判
、
以
来
三
無
出
入
様
に
可
申
付

事
辮
測
臓
玲
曝
二
二
竺
ご
と
な
り
、
さ
ら
に
は
「
御
年
貢
納
協
庭
帳
に
其

時
之
百
姓
に
判
形
い
た
さ
せ
、
名
主
方
よ
り
小
百
姓
前
ね
手
形
を
出

し
、
以
来
三
無
出
入
様
可
仕
、
庭
回
之
と
ち
目
に
者
手
代
押
切
印
形

い
た
し
重
巨
匠
三
三
仕
事
同
上
扁
と
い
っ
た
詳
細
な
手
続
き
の
規
定

を
設
け
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
し
て
、
こ
の
趣
旨
を
制
度
の
上

で
生
か
し
た
の
が
多
数
年
寄
制
で
、
そ
れ
は
庄
屋
層
の
貢
租
収
取
面

に
お
け
る
権
限
を
舗
曝
し
、
む
し
ろ
積
極
酌
に
貢
租
収
取
に
つ
い
て

は
年
寄
層
に
か
な
り
の
権
限
を
与
え
る
ほ
ど
の
意
味
を
も
つ
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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　四
　
役
　
　
屋

（　
初
期
の
幕
藩
的
収
取
体
系
に
占
め
る
夫
役
の
意
義
に
つ
い
て
は
中

　
　
　
　
　
　
　
㊧

村
吉
治
氏
の
研
究
以
来
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
近
年
は
太
閤
検
地
を

め
ぐ
る
論
争
を
通
じ
て
、
藁
屋
の
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
こ

と
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
け
る
対
立
点
は
、
基
本
的
に
役

屋
の
原
型
を
南
北
朝
以
来
の
当
名
主
体
制
に
求
め
村
落
共
同
体
内
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
関
係
と
し
て
の
側
廊
を
重
視
す
る
竜
の
と
、
逆
に
役
屋
を
幕
藩
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
’

制
初
期
に
特
徴
的
な
領
主
一
役
菊
間
の
支
配
被
支
配
の
関
係
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

捉
え
る
も
の
と
の
対
立
で
あ
る
。
い
ま
こ
の
問
題
に
深
入
り
す
る
能

力
を
も
た
な
い
が
、
私
は
、
前
説
に
多
々
と
る
べ
き
成
果
の
あ
る
こ

と
を
認
め
つ
つ
も
、
基
本
的
立
場
と
し
て
は
後
配
を
と
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

　
こ
こ
で
は
、
史
料
分
析
に
お
い
て
従
来
余
り
重
視
さ
れ
て
は
い
な

い
よ
う
に
思
え
る
点
を
指
摘
す
る
に
止
め
る
。
　
そ
れ
は
、
　
庄
屋
が

役
儀
負
担
者
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
文
禄
五

（一

ﾜ
九
六
）
年
三
月
の
石
里
二
成
「
近
江
浅
井
郡
内
は
や
み
村
掟
条

々
」
は
こ
の
問
題
に
か
ん
す
る
基
礎
史
料
の
一
つ
で
あ
る
が
、
こ
れ

　
　
⑳

に
は

　
　
当
郷
家
数
百
（
四
）
拾
弐
間
内

　
　
一
四
拾
三
間
　
う
ば
後
家
め
く
ら
・
寺
庵
其
外
用
に
た
た
ず

　
　
一
五
問
　
　
　
奉
公
人
物
つ
く
ら
ず

　
　
一
壱
聞
　
　
　
庄
　
屋

　
　
一
九
拾
三
閥
　
夫
役
人
　
　
　
　
以
上

　
右
用
に
不
立
引
、
此
九
十
三
間
と
し
て
諸
夫
十
五
人
相
つ
と
め
可
申
砧
、

　
此
外
か
つ
て
い
た
す
へ
か
ら
ず

と
あ
っ
て
、
庄
屋
は
夫
役
人
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
浅
井

郡
落
魚
に
下
し
た
掟
も
同
様
で
あ
る
。
慶
長
五
（
一
六
〇
〇
）
年
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

月
、
岸
和
田
藩
主
小
出
吉
政
の
和
痕
近
木
庄
庄
屋
宛
通
達
で
は
、

　
（
近
木
）

　
こ
き
の
高
之
内
に
て
入
作
分
源
太
夫
百
石
分
共
我
等
役
儀
渚
申
間
敷
協
事

と
あ
り
、
二
代
目
小
出
吉
英
、
三
代
臼
松
井
氏
も
同
様
庄
屋
源
太
夫

の
夫
役
免
許
を
確
認
し
て
い
る
。
信
濃
伊
那
郡
虎
岩
村
の
寛
永
一
四

（
一
六
三
七
）
年
「
家
な
み
の
帳
」
　
に
よ
れ
ば
同
村
の
本
百
姓
は
次
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
た
。

奢
姓
廊
三
業
繊
村
役
人
鰻

七七三
人人人

　
ま
た
摂
津
武
庫
郡
上
瓦
林
村
の
万
治
二
（
一
六
五
九
）
年
の
宗
門
帳

で
は
同
じ
く

（9）9



沓
森
儀
麟
娩
庄
屋
二
煎

　
　
　
　
　
　
⑳

と
な
っ
て
い
た
。
か
く
の
ご
と
く
、
従
来
の
諸
研
究
の
示
す
と
こ
ろ

で
は
、
庄
屋
は
役
儀
を
免
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
当
面
と
り
あ
げ
て
い
る
畿
内
幕
領
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

碓
井
村
で
は
、
元
和
七
（
一
六
二
一
）
年
九
月
の
「
河
州
古
市
郡
礁
井

　
　
　
　
　
　
　
⑫

乱
臣
未
申
新
出
帳
」
奥
書
に
、

　
　
　
　
　
　
　
碓
井
村
庄
屋

　
高
四
十
九
石
　
但
役
不
仕
偽
　
　
九
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

と
あ
り
、
寛
永
二
一
（
一
六
四
四
）
年
の
人
数
帳
で
は
、

　
家
数
合
四
拾
五
闘

　
　
内
　
弐
拾
九
間
　
　
　
　
　
　
御
役
仕
候
象

と
あ
り
、
こ
の
二
九
間
は
同
帳
に
登
録
さ
れ
た
農
民
の
う
ち
一
石
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

上
の
三
〇
間
か
ら
庄
屋
を
引
い
た
数
に
一
致
す
る
。
六
万
寺
村
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

明
麻
縄
一
兀
（
一
六
五
五
）
な
十
に

　
村
寺
御
普
請
ハ
不
及
申
、
御
…
魁
役
を
も
何
れ
之
村
も
先
規
よ
り
庄
屋
分

　
　
賊
難
仕
草

と
還
る
か
ら
、
縞
局
「
何
れ
之
村
」
も
庄
屋
は
役
儀
を
除
か
れ
て
い

た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
三
訂
郡
更
池
村
だ
け
は
人
数
帳

の
記
載
形
式
を
検
討
し
た
結
果
、
庄
屋
も
役
家
に
含
ま
れ
て
い
た
と

解
せ
ざ
る
を
得
な
い
点
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
例
外
と
み
な
し
て
よ
い

　
　
⑭

と
思
う
。

　
そ
れ
で
は
、
寛
永
期
の
幕
領
で
は
庄
屋
以
外
の
ど
の
範
囲
の
農
民

に
ま
で
夫
役
が
か
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
一
御
公
儀
之
御
役
三
井
村
中
一
皿
三
三
≧
三
三
諾
仕
協
共
、
人
足
万
馨
三
儀
、

　
無
相
違
之
様
致
割
符
、
出
作
小
百
姓
一
念
比
一
一
申
聞
、
震
補
禺
入
仕
間
敷

　
事

　
一
御
公
儀
堤
御
普
請
御
扶
持
方
、
此
方
よ
り
渡
し
砺
を
禺
作
小
百
姓
蓮
不
残

無
違
墜
配
分
廃
絶
欝
監
肉
月
⑰

　
右
の
史
料
が
示
す
ご
と
く
、
端
的
に
い
っ
て
小
百
姓
（
前
述
身
分
を

み
よ
）
ま
で
含
ま
れ
た
。
同
時
に
出
作
（
他
村
か
ら
の
）
も
夫
役
の
対
象

と
な
っ
た
ら
し
い
こ
と
右
の
法
令
に
み
る
ご
と
く
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

人
数
帳
に
は
必
ず
他
村
次
り
の
出
作
高
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気

付
く
。
先
の
碓
井
村
の
役
家
が
一
石
以
上
の
高
持
数
と
一
致
す
る
こ

と
と
い
い
、
出
作
高
の
記
載
と
い
い
、
役
家
の
「
家
」
の
意
義
が
次

第
に
減
じ
、
　
「
高
」
の
も
つ
意
味
が
増
大
し
つ
つ
あ
る
徴
証
で
あ
ろ

う
。
と
無
い
え
こ
こ
で
は
、
　
庄
屋
を
除
く
年
嵜
．
小
百
姓
（
象
と
労

10　（10）
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働
力
を
も
つ
全
農
民
と
い
っ
て
よ
い
）
に
よ
っ
て
夫
役
が
負
担
さ
れ
た
こ

と
を
指
摘
す
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
る
。

　
①
北
島
正
元
氏
「
徳
川
幕
府
直
領
の
政
治
的
成
立
」

　
五
、
昭
1
0
）
。

（
歴
史
学
研
究
陽
ノ

②
古
島
敏
雄
氏
『
臼
本
口
業
史
』
昭
3
1
、
二
五
七
頁
。

③
台
徳
院
殿
御
実
紀
穴
、
優
長
十
二
年
九
月
日
日
条
。

④
台
徳
院
殿
御
実
紀
五
十
八
、
元
和
八
年
条
。

⑤
大
旨
院
殿
御
実
紀
二
＋
二
、
寛
永
＋
年
三
月
＋
五
日
半
。

⑥
田
中
啓
二
氏
所
蔵
文
諮
、
寛
永
＋
九
年
閏
九
月
十
四
日
等
覚
（
写
）
の

奥
書
に
五
味
金
右
衛
門
・
小
堀
遠
江
守
・
石
河
土
佐
守
，
曾
我
丹
波
守
．

久
貝
函
幡
守
・
永
井
日
向
守
、
永
井
信
濃
守
、
板
倉
周
防
守
が
連
署
し
て

　
い
る
。
こ
の
覚
は
、
御
当
家
令
毛
巻
三
十
二
所
収
の
曾
根
源
左
衛
門
以
下

　
六
名
が
連
署
し
て
い
る
爾
年
岡
田
の
交
書
と
同
越
密
の
も
の
で
あ
る
が
、

　
地
域
性
を
加
味
し
て
取
捨
し
た
あ
と
が
み
え
る
。

⑦
松
倉
重
興
氏
二
二
二
三
、
三
国
丘
高
校
保
管
、
自
録
番
号
ほ
2
。
な
お
、

本
文
書
は
肉
口
之
夫
、
福
島
雅
蔵
両
氏
に
よ
り
目
録
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

　
膨
大
な
史
料
を
こ
の
よ
う
な
利
用
し
や
す
い
形
に
整
理
さ
れ
た
両
氏
に
深

　
く
感
謝
す
る
。
以
下
は
二
の
目
録
番
号
に
よ
っ
て
い
る
。

⑧
田
中
啓
二
氏
所
蔵
文
書
。

⑨
武
辺
秘
禄
巻
帯
、
京
大
所
蔵
本
。

⑩
今
西
徳
太
郎
氏
所
蔵
文
書
、
　
「
村
誌
」
ほ
か
。
同
文
書
の
整
理
に
際
し

　
て
は
、
中
村
哲
・
酒
井
一
・
上
田
さ
ち
子
・
臼
野
出
英
彦
・
松
本
久
子
の

　
諸
氏
の
協
…
力
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

⑪
松
嚢
家
文
讃
冒
録
ね
一
、
免
定
に
よ
る
。

⑫
松
本
清
高
氏
所
蔵
文
警
。

＠
松
倉
窯
文
書
蔭
録
と
お
G
。
。

⑭
田
中
氏
文
警
、
寛
永
十
一
年
平
野
藤
次
部
法
令
、
一
、
村
中
二
広
事
幽

事
峰
考
、
庄
屋
年
嵜
肝
煎
三
相
済
可
申
協
、
悲
不
二
協
看
隣
郷
之
庄
屋
年

、
寄
共
語
ひ
済
可
申
恥
、
他
人
之
義
者
不
及
申
親
類
成
共
致
三
家
贔
嚴
公
禦

　
不
為
済
偽
者
、
其
者
可
為
勲
鱗
。

⑮
平
野
・
末
吉
・
曾
我
ら
の
法
命
に
も
身
分
を
示
す
と
語
と
し
て
は
庄
屋
．

年
寄
・
小
百
姓
以
外
に
出
て
こ
な
い
。
ま
た
、
三
三
村
の
「
子
一
年
御
納

　
米
御
蔵
諮
丑
之
年
高
役
目
二
而
万
二
二
帳
（
控
）
（
延
宝
元
年
）
臨
は
年
貢

傘
入
矯
の
決
算
を
示
し
た
帳
簿
で
末
尾
に
代
官
末
吉
氏
宛
全
縫
昆
の
連
判

　
童
名
に
よ
る
請
文
を
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
詑
さ
れ
た
肩
書
は
領
主
－
農

　
民
の
貢
租
収
販
閥
四
係
に
お
い
て
公
認
さ
れ
た
名
称
と
み
て
よ
い
が
、
庄
麗

　
二
・
年
寄
一
四
の
ほ
か
は
全
部
小
百
姓
（
他
村
よ
り
の
田
作
は
除
く
）
と

　
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
詞
じ
帳
簿
の
延
宝
二
年
分
に
は
そ
れ

が
「
脇
百
姓
」
と
記
さ
れ
、
同
四
年
分
、
に
は
再
び
「
小
百
竺
と
あ
る
と

　
こ
ろ
か
ら
み
れ
ば
小
百
姓
一
脇
百
姓
と
し
て
よ
い
。
以
上
い
さ
さ
か
分
り

　
き
っ
た
こ
と
な
が
ら
・
怠
の
為
。

⑯
粕
原
仁
兵
衛
氏
所
蔵
文
書
。

⑰
大
橋
貞
雄
氏
所
蔵
文
書
。
な
お
、
魯
我
丹
波
守
は
大
阪
町
奉
響
（
寛
永

　
＝
～
明
暦
四
）
で
あ
っ
て
代
宮
で
は
な
い
が
、
前
述
し
た
ご
と
く
当
時

　
合
議
の
一
員
と
し
て
加
わ
っ
て
い
る
の
で
（
註
⑥
参
照
）
、
代
官
に
準
ず
る

　
も
の
と
し
た
。

⑱
更
池
村
が
少
い
の
は
、
同
村
は
別
に
「
か
わ
た
編
分
を
碧
し
て
い
る
か

　
ら
で
、
そ
の
点
や
や
特
殊
で
あ
る
と
み
ね
ば
な
ら
な
い
。
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⑲
今
西
氏
文
書
、
寛
永
＋
八
年
連
判
請
状
、

元
年
「
暑
湿
御
返
讐
言
上
」
。

擾
安
二
年
五
人
組
醸
、
明
暦

⑳
以
上
、
田
中
氏
文
書
。
　
　
＠
大
橋
氏
文
難
。

⑳
今
顯
氏
交
欝
、
「
乍
恐
御
返
答
冨
上
」
。

⑳
岡
右
。
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
大
橋
氏
文
書
。

⑳
中
村
吉
治
氏
『
近
世
初
期
農
政
史
研
究
』
昭
1
3
。

⑳
遠
藤
…
進
之
助
氏
「
徳
用
期
に
お
け
る
『
村
共
同
体
』
の
組
成
」
　
（
同
氏

　
『
近
世
農
村
社
会
史
論
』
昭
3
1
所
収
）
。
　
豊
田
武
氏
「
太
閤
検
地
研
究
の

　
現
状
」
（
社
会
経
済
史
学
会
『
封
建
領
主
鋼
の
確
立
』
昭
3
2
所
収
）
な
ど
。

⑰
安
良
城
盛
昭
灰
「
太
欄
検
地
の
基
調
と
役
屋
設
定
の
本
質
」
　
（
歴
史
学

　
研
究
二
二
二
・
一
ご
一
三
号
、
昭
3
3
）
。
　
こ
の
ほ
か
役
麗
に
か
ん
す
る
す
ぐ

　
れ
た
研
究
に
今
井
林
太
部
・
八
木
哲
浩
両
氏
『
封
建
社
会
の
農
村
構
造
』

昭
3
0
が
あ
る
。

⑳
滋
賀
県
史
第
五
巻
三
穴
一
頁
。

⑳
　
艮
塚
需
…
史
第
一
二
巻
轟
ハ
一
一
二
貝
、
　
七
二
皿
貝
、
　
七
五
頁
。

⑳
古
島
敏
雄
氏
『
日
本
濃
業
史
』
昭
3
1
、
一
八
七
頁
。

⑳
今
井
林
太
郎
・
八
木
哲
浩
両
氏
前
掲
書
一
一
頁
。

　
古
島
氏
前
掲
書
一
九
三
頁
。

⑫
松
倉
家
文
暫
目
録
ね
8
1
。

⑳
岡
右
こ
一
。

⑳
山
口
之
夫
氏
は
こ
の
人
数
帳
を
分
析
し
て
、
藁
家
二
九
は
「
無
高
家
持

　
鱈
一
、
後
家
三
を
家
持
の
三
五
よ
り
除
い
た
数
字
と
な
る
」
と
し
て
庄
隆
を

　
役
家
に
含
め
て
屠
ら
れ
る
（
岡
氏
「
近
世
初
期
に
お
け
る
地
主
の
動
向
e
」

　
近
世
史
研
究
　
ノ
三
昭
2
9
所
収
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
の
検
討
し
た
と

　
こ
ろ
で
は
無
限
家
持
は
宗
兵
衛
・
七
右
衛
門
の
二
軒
置
後
家
は
喜
右
衛
門

　
後
家
、
や
く
の
二
軒
で
あ
っ
て
、
’
同
氏
の
主
張
と
桐
容
れ
な
い
。
恐
ら
く

　
は
誤
読
か
何
か
の
飛
違
い
か
と
思
う
。
ま
た
、
同
氏
は
家
数
四
四
と
し
て

　
計
算
し
て
贋
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
円
光
寺
を
除
か
れ
た
の
で
あ
ろ

　
う
。
だ
が
村
中
惣
作
お
よ
び
出
作
分
を
除
く
全
登
録
員
数
は
四
六
で
、

　
「
家
数
合
隣
捨
五
閣
」
の
記
載
を
合
理
的
に
解
釈
す
れ
ば
「
高
八
斗
五
合

宮
田
」
を
除
き
（
家
で
は
な
い
か
ら
）
、
「
高
拾
弐
石
穴
斗
九
升
九
合
一
勺

墜
撃
離
濡
事
本
野
」
（
人
数
δ
へ
牛
三
人
あ

　
ひ
）
は
含
め
て
考
え
る
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
「
宮
田
」
が
含
ま
れ
て

　
い
る
こ
と
で
わ
か
る
よ
う
に
、
人
数
帳
と
は
い
い
条
、
こ
こ
で
は
す
で
に

　
「
高
鳳
が
記
載
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
点
に
注
麟
し
、
計
照
五
の
軒
数
か

　
ら
庄
屋
一
、
　
一
石
以
下
願
一
五
を
差
引
い
た
残
る
二
九
を
「
内
弐
拾
九
問

御
役
仕
恥
家
」
に
比
定
す
る
の
が
正
し
い
と
思
う
。
な
お
註
⑫
本
文
お
よ

　
び
次
章
第
二
表
参
照
。

⑳
今
蓉
氏
交
書
、
「
乍
恐
御
返
讐
言
上
」
。

⑳
更
池
村
庄
屋
は
高
二
三
石
余
の
小
庄
麗
な
の
で
役
家
に
含
ま
れ
た
も
の

　
と
思
わ
れ
る
。

⑳
田
中
氏
交
書
。

二
、
村
落
の
構
成

　
本
章
の
臼
酌
は
、
初
期
盤
領
村
落
の
社
会
経
済
構
造
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
章
で
み
た
幕
府
の
村
落
支
配
制
度
の
も
つ
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近世初頭における畿内纂韻の支配構進（朝尾）

意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
素
材
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
点
に
あ
る
。

叙
述
の
都
合
上
、
庄
屋
層
の
存
在
形
態
を
中
心
に
の
べ
る
こ
と
に
な

ろ
う
。

↓
第
二
表
ゆ
一
七
世
紀
前
半
の
畿
内
幕
領
の
農
村
目
引
成
を

く示
す
も
の
で
あ
る
。
五
村
を
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
、
e
六
〇
石
以

上
（
実
際
は
七
〇
石
以
上
）
の
層
と
そ
の
他
の
層
と
の
間
の
明
確
な
差

の
存
在
、
⇔
総
戸
数
の
四
分
の
一
・
村
高
の
相
当
な
部
分
の
一
〇
1

四
〇
石
弓
へ
の
集
申
、
⇔
五
石
岡
下
層
の
数
的
に
広
汎
な
存
在
、
の

瓢　

阡
R
か
あ
淫
り
ら
れ
る
Q

　
　
志
紀
郡
太
顕
村

　
　
河
内
郡
山
ハ
ゼ
刀
寺
村

　
　
古
市
郡
碓
井
村

表　
　
丹
北
郡
更
池
村

二　
　
若
江
郡
若
江
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違
が
あ
る
か
ど
う
か
を
示
す
資
料
と
し
て
第
三
表
を
あ
げ
る
。
寛
永

二
一
（
一
六
四
四
）
年
と
い
う
同
一
年
次
に
お
け
る
同
一
史
料
「
人
数

帳
」
．
の
若
江
∵
更
地
。
碓
井
一
二
村
の
合
計
…
数
を
統
計
的
に
整
理
し
た

　
　
　
　
⑨

も
の
で
あ
る
。

ω
　
石
高
保
有
量
と
一
戸
当
平
均
家
族
数
は
ほ
ぼ
比
例
の
関
係
に
あ
り
、
家

　
族
数
最
高
の
溜
と
岡
最
低
の
履
と
の
比
率
は
六
対
一
に
及
ん
で
い
ゑ
。

②
　
こ
の
平
均
家
族
数
の
差
は
、
そ
の
内
部
に
含
ま
れ
る
一
戸
当
平
均
下
人

　
数
の
差
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
、
下
人
数
の
差
は
最
高
層
一
七
〇
紺
最

　
聖
旨
一
と
な
り
、
石
高
捌
階
層
差
と
最
も
正
し
く
比
例
閣
係
に
あ
る
。

③
　
こ
れ
に
反
し
、
一
戸
当
平
均
血
縁
家
族
数
は
階
旛
差
が
極
め
て
小
さ
く
、

　
こ
と
に
石
高
一
〇
石
以
上
の
屠
に
つ
い
て
は
階
三
差
は
無
い
。
全
体
と
し

　
て
単
婚
小
家
族
を
董
本
と
し
て
お
り
、
更
訂
家
族
が
あ
る
と
し
て
も
む
し

　
ろ
六
〇
石
以
下
の
層
に
「
残
存
」
し
て
い
る
。

ω
　
鑛
～
衷
に
そ
の
大
量
存
在
を
指
摘
し
た
五
宝
以
下
層
の
平
均
家
族
数
は

　
三
一
鴎
人
で
あ
る
。

⑤
　
二
〇
石
柱
上
履
の
特
徴
は
牛
の
独
立
駒
所
有
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
こ
の
時
期
の
畿
内
村
落
に

お
け
る
階
層
差
を
家
族
の
面
で
示
す
最
も
塞
本
玉
な
徴
標
は
非
血
縁

の
下
人
数
の
多
少
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
単
婚
家
族
か
複
合

家
族
か
と
い
う
点
に
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
上
層
農
民
が

下
人
家
族
を
含
ん
で
居
る
状
態
は
、
単
婚
家
族
の
農
民
が
下
人
家
族

を
従
え
て
い
る
と
称
す
べ
き
も
の
で
、
厳
密
な
意
味
で
の
複
合
家
族

で
は
な
い
。

　
そ
こ
で
次
に
下
人
の
都
有
・
非
所
有
を
基
準
と
し
て
考
察
す
る
と
、

二
〇
石
以
上
の
層
と
環
石
以
下
の
層
と
が
対
立
的
な
性
格
を
有
し
て

い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

①
　
二
〇
石
以
上
の
層
は
平
均
牛
一
疋
、
下
人
三
（
比
率
男
一
・
女
二
）
以

　
上
を
有
し
、
平
均
血
縁
家
族
数
六
と
い
う
点
で
共
通
し
て
艦
り
、
内
部
の

　
階
面
差
は
下
人
数
の
差
と
し
て
現
象
し
て
い
る
。

②
　
こ
れ
に
対
し
、
五
石
以
下
の
厨
は
下
人
お
よ
び
牛
を
も
た
な
い
と
い
う

　
点
で
共
通
し
、
そ
の
内
部
の
階
三
差
は
平
均
血
縁
象
族
数
の
差
と
し
て
現

　
象
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
も
し
五
石
以
下
層
の
間
で
経
営
規
模
の
差
が

　
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
餐
経
営
の
自
然
的
・
人
為
約
な
家
族
数
の
差
に

　
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

③
　
五
一
二
〇
石
の
層
は
、
右
の
二
つ
の
層
の
閻
の
過
渡
的
形
態
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
一
六
四
〇
年
代
の
畿
内
幕
領
村
落
で
は
、
非
血
縁
的

下
人
集
積
の
有
無
・
そ
の
多
少
が
階
層
差
を
示
す
よ
う
な
祉
会
構
造

で
あ
っ
た
。

14　（14＞



卸量勧頭におけ『る畿1メヨ馨領の支配構造（朝尾）

ラ
ニ
　
で
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
構
造
の
も
と
で
最
高
の
地
位
に
あ
つ

くた
も
の
、
第
二
表
に
み
る
六
〇
石
以
上
の
層
、
簗
三
表
に
下
人
一
〇

人
以
上
を
有
す
る
層
と
は
ど
の
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ

第四表

次i石石　高1
コ　コ　コ @　　　　　　ミ

12蓼7314i

年山名 庄

寛永2（1625）

　　　　　tl

蟹琶永ユ8（164＝L）

寛永21（1644）

　　　　　tt

　　　　　tt

73．　2135

193．　550

150．　780

73．7995

23．　050

九兵衛
仁兵衛
善兵衛
長右翻
九兵衛
濡衛f，　”1

・
村

志紀郡太田柑

　　ll
河内概1六万寺村

若江郡若江村

古宙郡碓井村

丹北郡更池村

た
か
。

　
彼
ら
は
ま
ず
前
章
の
分
類
に

従
え
ば
庄
屋
層
で
あ
っ
た
。
こ

の
時
期
の
畿
内
で
は
、
六
〇
石

以
上
の
石
高
保
有
者
と
は
庄
屋

層
と
い
う
こ
と
に
殆
ど
均
し
か

　
　
　
　
　
③

つ
た
。
（
第
四
表
）

　
こ
の
よ
う
な
近
世
初
頭
に
お

け
る
畿
内
庄
屋
鳳
の
石
高
集
中

の
事
実
を
以
て
、
か
つ
て
秋
山

日
出
雄
氏
は
こ
れ
を
給
人
型
と

し
て
、
他
の
百
姓
型
農
民
と
区

　
　
　
④

別
さ
れ
た
。
最
近
に
お
け
る
初

期
栂
落
研
究
の
動
向
は
、
こ
れ
ら
を
一
狂
し
て
小
農
民
「
経
営
」
と

し
て
と
ら
え
る
方
向
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
幕
藩
体
制
の
「
構
造

分
析
」
の
上
に
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
視
角
で
あ
る
が
、
畿
内
の
こ

の
地
域
が
元
和
年
間
（
毛
世
紀
初
頭
）
以
降
に
徳
川
幕
府
領
と
し
て

幕
藩
体
制
の
下
に
編
成
さ
れ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
　
こ
こ
で
は

む
し
ろ
「
所
有
」
の
概
念
を
導
入
す
る
こ
と
が
必
要
か
つ
適
切
で
あ

　
⑤る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
右
に
み
た
畿
内
に
お
け
る
給
人
型
1
1
庄

屋
一
六
〇
石
以
上
保
有
農
民
の
性
格
を
分
析
し
て
み
よ
う
。

　
第
一
に
指
摘
さ
れ
る
点
は
、
中
世
的
共
同
体
所
有
の
崩
壊
と
そ
れ

に
伴
う
新
た
な
私
的
所
有
の
形
成
で
あ
る
。
山
林
原
野
用
水
の
問
題

が
わ
が
国
に
お
け
る
共
同
体
の
性
格
に
密
接
な
関
連
を
有
し
て
い
る

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
六
万
寺
に
つ
い
て
み
る
と
、
用
水
は
、

北
川
・
大
垣
内
野
（
い
ず
れ
も
生
駒
丁
重
の
谷
川
）
の
工
水
と
、
　
元
禄

五
（
エ
ハ
九
五
）
年
当
時
総
計
二
四
ケ
所
の
溜
池
町
概
に
依
存
し
て

　
⑥
い
た
。
こ
の
う
ち
野
江
池
は
半
堂
池
・
山
内
に
こ
り
池
の
二
池
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
大
き
さ
は
前
考
が
東
西
五
三
閾
繭
北
四
八
聞
で
村
内

最
大
、
後
者
は
東
爾
一
二
聞
、
南
北
一
五
闘
で
あ
っ
た
か
ら
、
前
者

の
村
内
灌
概
に
占
め
る
比
重
の
大
き
さ
は
容
易
に
知
り
う
る
。
と
こ

ろ
で
そ
の
半
曾
池
に
つ
い
て
、

此
瀬
瀬
除
地
二
言
往
古
よ
り
私
感
よ
り
代
々
触
水
い
た
し
申
協
、
夫
よ
り

先
之
義
覚
申
者
無
御
座
、
九
弐
三
百
年
之
義
、
是
迄
当
村
之
古
人
二
叉
羅

悔
へ
共
、
泓
家
よ
り
外
q
に
疏
既
、
油
｝
差
図
仕
聖
者
・
も
無
口
稠
脚
座
協
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六
万
寺
村
惣
池
水
、
腸
胃
よ
り
底
水
肺
私
支
配
野
江
古
よ
り
入
来
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
い
っ
た
史
料
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
は
こ
の
「
村
電

池
」
に
つ
い
て
、
庄
屋
善
兵
衛
家
が
「
触
水
」
す
な
わ
ち
用
水
割
当

の
権
限
を
有
し
、
ニ
ー
三
百
年
来
（
そ
の
主
張
を
仮
に
正
し
い
も
の
と
認

め
る
と
応
永
一
永
正
の
聞
と
な
る
）
、
　
こ
の
池
に
関
し
て
「
差
図
」
麺
支

配
権
を
有
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
次
に
「
中
江
よ
り
底
水
竿
私

支
配
作
江
」
萎
々
の
記
事
で
あ
る
が
、
も
と
よ
り
底
水
利
用
権
を
示

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
半
曾
池
に
は
江
戸
時
代
、
底
樋
の
ほ
か
北
に

一一

A
南
に
二
、
合
計
五
樋
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
一
七
世
紀
初
頭

に
存
在
し
た
の
は
こ
の
う
ち
北
の
中
里
と
夢
幻
だ
け
で
、
あ
と
北
上

樋
、
南
上
樋
、
南
中
川
は
延
宝
以
降
（
一
七
世
紀
後
半
）
に
代
官
に
よ

り
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
後
章
に
述
べ
る
）
。

右
の
一
二
樋
新
設
以
前
に
は
、
北
中
・
底
両
樋
を
一
日
宛
交
替
に
出
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
仮
に
早
落
等
で
満
水
し
な
い
場
合
を
考

慮
に
入
れ
る
と
、
「
中
樋
よ
り
底
水
ハ
私
支
配
作
涯
古
♂
入
来
リ
泳
」

と
い
う
こ
と
は
、
半
囲
池
に
関
す
る
殆
ど
所
有
権
に
近
い
支
醗
権
を

江
戸
時
代
初
頭
に
善
兵
衛
家
が
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
河
川
灌
瀧
は
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
番
水
制
を
と
っ
て
い
た
が

近
世
約
な
も
の
と
し
て
確
立
す
る
の
は
延
宝
頃
（
一
六
七
〇
年
代
）
で
、

そ
の
頃
に
は
村
高
の
殆
ど
全
部
が
番
水
に
組
織
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
そ
れ
以
前
は
高
割
9
と
は
い
い
条
、
墨
水
に
組
織
さ
れ
る
高
の

率
は
低
く
、
寛
永
一
八
（
一
六
四
一
）
年
に
は
村
高
七
二
九
石
八
斗
の

う
ち
五
六
三
石
笹
葉
余
（
村
高
の
七
六
％
）
が
上
水
に
よ
り
新
殿
さ
れ

た
に
止
ま
る
。
こ
の
う
ち
二
〇
二
石
釜
虚
夢
が
善
兵
衛
の
番
で
あ
っ

た
か
ら
、
黄
水
に
く
み
こ
ま
れ
な
い
農
民
層
を
含
め
た
全
村
の
生
産

構
造
に
占
め
る
善
兵
衛
家
の
地
位
は
ま
こ
と
に
絶
大
な
も
の
が
あ
っ

た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
も
、
こ
の
番
水
も
し
ば
し
ば
彼
の
手

に
よ
っ
て
私
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
こ
と
は
初
期
の
訴
訟

文
書
に
み
ら
れ
る
と
・
ろ
で
勇
じ

　
山
林
に
つ
い
て
も
事
態
は
問
様
で
、
生
駒
山
麓
に
展
開
す
る
同
村

の
村
域
内
の
山
林
の
殆
ど
大
部
分
が
延
宝
年
間
に
善
兵
衛
家
の
本
・

分
家
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
前
代
に
お
け
る
そ
の
単
一

的
な
支
配
一
所
有
権
の
存
在
を
予
想
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
無
理

な
推
定
と
は
思
え
な
い
Q

　
以
上
、
六
万
寺
村
を
例
証
と
し
て
、
山
林
．
水
利
に
か
ん
す
る
庄

屋
魚
偏
ハ
衛
家
の
殆
ど
所
有
権
と
称
し
て
よ
い
ほ
ど
の
独
占
的
な
支
配

権
の
存
在
を
確
認
し
た
。

　
（
補
註
）
　
こ
こ
で
、
庄
屋
暦
内
部
の
家
族
形
態
と
経
営
に
つ
い
て
考
察
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韓

16　（16）



近世初頭における畿内幕領の支配構造（朝腱）

て
お
こ
う
。
六
万
寺
村
に
、
正
保
三
（
一
六
四
六
）
年
、
庄
罎
善
兵
衛
が

遺
し
た
「
跡
式
書
置
之
事
」
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
子
ら
に
対
す
る
財

産
分
配
が
中
心
で
あ
っ
た
。
原
文
は
長
い
の
で
要
点
を
摘
記
し
て
註
に
掲

　
⑨
げ
た
。

　
女
子
は
い
ま
一
応
お
く
と
し
て
、
四
人
の
男
子
は
二
人
を
養
子
に
遣
わ

し
、
善
兵
衛
の
身
代
は
弥
八
郎
（
の
ち
善
兵
衛
）
・
太
郎
八
（
の
ち
善
助
）

の
二
人
に
分
け
ら
れ
た
。
一
見
、
初
代
善
兵
衛
の
風
合
家
族
は
解
体
し
、

血
縁
分
家
に
よ
る
単
婚
小
家
族
が
形
成
さ
れ
た
か
の
ご
と
く
で
あ
る
（
二

代
翔
善
兵
衛
一
弥
八
郎
の
家
族
が
夫
婦
二
二
で
子
供
の
無
か
っ
た
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
⑩

別
に
確
認
さ
れ
る
）
。
と
こ
ろ
で
、
譲
ら
れ
た
屋
敷
を
検
討
し
て
み
る
に
、

元
禄
五
（
一
六
九
五
）
年
の
同
村
銘
細
引
に
次
の
記
載
が
あ
る
。

一
型
除
地
庄
屋
屋
敷
一
罪
ケ
所
（
説
明
略
）

　
　
内さ
く
ら
い
壱
ケ
所
纒
醗
囎
北
持
詳
言

　
　
　
　
　
　
　
孝
蓬
一
5
　
「
ユ
一

さ
く
ら
い
壱
・
所
懸
誤
畢
範
三
七
郎
焦
ハ
衛

喜
壱
・
所
慧
素
躍
北
持
主
七
饗
ハ
衛

「
さ
く
ら
い
」
・
「
ま
ち
」
は
同
村
の
集
落
の
字
名
で
、
こ
の
ほ
か
上
六

万
寺
を
合
せ
て
三
集
落
か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
七
～
八
町
離
れ
て
存
在
し

た
。
桜
井
は
同
じ
銘
細
帳
に
よ
れ
ば
「
竪
百
聞
南
北
・
横
六
拾
間
」
、
ま
ち

は
「
竪
五
十
闘
東
西
、
横
八
十
間
」
の
広
さ
で
あ
っ
た
。
善
助
は
遺
言
状

に
潤
え
る
太
郎
八
で
あ
り
、
七
郎
兵
衛
は
二
代
目
善
兵
衛
早
逝
の
あ
と
大

坂
の
養
家
か
ら
帰
っ
て
後
を
継
い
だ
角
助
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
七
郎
兵

衛
屋
敷
一
す
く
な
く
と
も
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
一
は
二
代
B
善
兵
衛

が
親
善
兵
衛
か
ら
譲
ら
れ
た
屋
敷
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。
も
し
、
遺
言

状
で
譲
ら
れ
た
屋
敷
が
「
ま
ち
」
の
そ
れ
で
あ
る
な
ら
、
　
「
桜
井
」
の
善

助
屋
敷
と
は
字
を
異
に
し
、
七
～
八
町
も
距
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
か
ら
、

分
家
以
前
と
い
え
ど
も
い
わ
ゆ
る
鴬
合
家
族
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な

い
。
ま
た
同
じ
「
桜
井
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
〇
坪
に

及
ぶ
大
き
な
屋
敷
に
居
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
同
様
に
復
合
家
族
の

概
念
に
は
入
り
き
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
、
正
保
三
年
忌
分
家
以
前
に
す
で

に
二
代
目
善
兵
衛
は
単
婚
小
魚
族
と
し
て
分
立
し
、
お
そ
ら
く
そ
の
経
営

も
独
立
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
傍
証
す
る
史
料

に
、
轡
地
政
血
十
閣
凹
（
一
七
九
〇
年
代
）
記
さ
れ
た
「
河
州
礪
一
舐
郷
山
ハ
甲
刀
土
寸
村
百

姓
家
持
分
家
ヲ
記
録
偏
と
題
す
る
記
録
が
あ
る
。
こ
れ
は
三
代
日
善
助
（
同

家
は
蒜
掻
ハ
衛
…
1
善
助
交
互
に
襲
名
’
ず
る
の
で
初
代
か
ら
数
え
れ
ば
六
代

灘
）
が
全
村
の
本
分
家
関
係
を
調
べ
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

寛
永
廿
壱
年
申
人
数
帳
之
写

　
　
　
　
　
　
　
　
高
百
三
拾
五
石
余

　
　
　
　
　
　
　
　
癖
　
五
拾
九
石
余

善
兵
衛

弥
八
郎
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と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
現
在
六
万
山
守
村
に
寛
永
二
一
（
一
六
四
四
）
年
の

機
数
帳
は
残
っ
て
い
な
い
が
こ
の
記
事
は
記
載
の
蔀
情
か
ら
み
て
十
分
の

砲
撃
性
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
す
で
に
遺
言
状

の
二
年
前
に
門
人
数
帳
」
の
上
で
は
「
分
家
」
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
単
婚
小
家
族
経
営
と
し
て
事
実
上
独
立
し
て

い
た
と
み
て
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
こ
れ
が
正
保
三
年
の
遺
言
状
に

お
い
て
は
じ
め
て
財
産
譲
与
を
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で

初
代
善
兵
衛
の
所
有
権
の
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
で
営
ま
れ
た
二
代
目
善
兵
衛
の
経
営
を
示
す
史
料
が
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
万
治
元
（
一
六
五
八
）
年
、
善
兵
衛
は
六
町
の
田
地
の

う
ち
一
町
三
反
を
手
作
、
四
町
七
反
を
下
作
に
出
し
、
こ
の
下
作
分
か
ら

「
作
相
」
と
し
て
米
麦
を
と
っ
て
お
り
、
年
間
木
綿
一
〇
〇
－
一
五
〇
反

　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
’

を
生
盧
し
て
い
る
。
家
族
は
夫
婦
二
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
手
作
規
模
か
ら

し
て
他
に
少
く
と
も
下
人
ニ
ー
三
、
下
女
四
i
五
を
有
し
て
い
た
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
営
が
、
ま
っ
た
く
突
如
と
し
て
生
じ
た

と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
謙
る
程
度
そ
の
原
型
と
な
る
べ
き
も
の
は
初
代

善
兵
衛
の
所
有
と
支
配
の
下
で
展
開
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
証

と
し
て
明
暦
三
（
一
六
五
七
）
年
に
初
代
善
助
（
初
代
善
兵
衛
遺
跡
を
継

ぐ
）
の
経
営
の
中
で
隠
居
分
が
一
応
独
立
し
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る

が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
三
町
五
反
の
隠
居
分
の
う
ち
一
町
五
反
は
隠
居
末
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

野
作
、
二
町
は
隠
屠
死
後
善
助
に
所
有
権
が
移
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

同
じ
形
の
史
料
が
和
泉
地
方
の
土
竃
に
も
残
っ
て
居
り
、
こ
こ
で
は
隠
居

分
で
生
産
さ
れ
た
木
綿
を
本
家
が
売
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
諸
方
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

支
払
と
肥
料
代
を
差
引
き
算
用
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
肥
料
代
が
本
家
に

対
す
る
負
債
と
し
て
支
払
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
　
「
い
か
に
も
内
は

二
て
怖
」
　
（
註
参
照
）
の
記
事
が
示
す
と
こ
ろ
は
、
本
家
の
隠
居
分
に
対

す
る
恩
恵
の
施
与
以
外
に
解
し
よ
う
が
な
い
。

　
番
水
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
次
に
あ
げ
た
の
は
、
善
兵
衝
家
に
つ

ぐ
高
持
九
兵
衛
家
の
番
水
帳
記
載
の
変
遷
で
あ
る
。

　
四
捨
九
二
七
重
鰹
升
　
　
　
　
　
　
九
兵
衛
（
寛
永
…
八
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
兵
へ

　
　
合
四
二
七
石
弐
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
九
鄭
兵
衛
（
明
暦
二
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
右
衛
門

　
九
兵
衛
・
九
郎
兵
へ
・
八
右
衛
門
は
兄
弟
で
あ
る
。
万
治
二
（
一
六
五

九
）
年
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
石
一
九
六
含
、
一
一
石
二
三
六
合
、
一
．
四

半
五
九
四
合
を
保
有
す
る
高
持
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
分
立
し
う
る
条
件
は

後
に
の
べ
る
よ
う
に
こ
の
頃
に
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も

寛
永
に
は
九
兵
へ
一
人
の
も
の
と
し
て
記
さ
れ
て
い
た
番
水
が
、
三
人
共

有
の
形
式
で
寵
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
各
人
が
独
立
し
て
記
さ
れ

る
に
至
る
過
程
か
ら
み
れ
ば
、
初
期
に
お
い
て
本
家
の
支
配
権
下
に
お
か

れ
て
い
た
分
家
の
地
位
を
予
測
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
水
利
に
お
い
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て
も
、
本
家
の
分
家
に
対
す
る
支
配
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
、

　
　
こ
う
し
た
水
・
肥
料
の
本
家
に
よ
る
掌
握
と
統
制
、
そ
れ
に
も
と
つ
く

　
恩
恵
の
施
与
の
も
と
で
、
い
く
つ
か
の
同
族
団
が
、
そ
れ
ぞ
れ
内
部
に
単

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
婚
小
家
族
経
営
へ
の
崩
芽
を
は
ら
み
な
が
ら
村
内
に
存
在
し
て
い
た
。

　
　
こ
れ
ら
の
同
族
団
の
・
）
ち
で
、
も
っ
と
も
早
く
単
婚
小
家
族
経
営
を
自

　
立
せ
し
め
う
る
条
件
を
有
し
て
い
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
善
兵
衛
家

　
流
の
在
地
小
領
主
層
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
村
内
の
主
要
な
稲
作
生
産
手
段

　
た
る
水
の
殆
ど
全
面
的
な
支
配
に
よ
っ
て
、
他
の
同
族
団
を
も
間
接
に
支

　
配
し
う
る
態
勢
に
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
江
戸
時
代
を
去
る
こ
と
か
な
り
古

　
い
時
期
に
、
す
で
に
複
合
家
族
形
態
を
事
実
上
解
体
し
て
い
た
と
思
わ
れ

　
る
。
こ
れ
に
対
し
、
他
の
被
支
配
同
族
団
は
規
模
も
小
さ
く
（
六
万
寺
で

　
最
高
四
〇
石
）
、
　
そ
の
内
都
で
単
婚
小
家
族
経
営
が
自
立
す
る
条
件
は
一

　
七
世
紀
前
半
ま
で
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　三
　
さ
て
、
六
〇
石
以
上
層
の
特
徴
は
下
作
地
を
有
す
る
点
に
も
求

（
　
　
④

め
ら
れ
る
。
五
石
以
下
暦
の
広
汎
な
存
在
は
逆
に
そ
の
こ
と
を
予
想

さ
せ
る
。

　
初
期
の
下
作
経
営
に
つ
い
て
は
、
な
お
み
る
べ
き
史
料
は
少
い
。

前
掲
碓
井
村
庄
屋
九
兵
衛
家
に
つ
い
て
山
口
之
夫
氏
が
整
理
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

と
こ
ろ
に
従
え
ば
、
次
の
よ
う
な
事
実
が
明
ら
か
と
な
る
。

ω
　
九
兵
衛
は
寛
永
五
（
　
穴
二
八
）
年
、
二
五
人
の
下
作
人
に
二
〇
石
三

　
斗
余
を
下
作
さ
せ
て
い
た
（
手
作
高
三
一
石
一
斗
余
）
、

②
　
下
作
人
は
一
入
の
地
主
だ
け
に
隷
属
し
、
二
人
以
上
の
地
主
の
土
地
を

　
下
作
す
る
こ
と
は
少
か
っ
た
、

③
　
二
五
人
の
下
作
人
の
う
ち
、
ニ
盛
人
ま
で
は
高
持
で
そ
の
瓶
持
石
高
は

　
ほ
ぼ
一
石
か
ら
一
〇
石
の
闘
に
分
布
し
て
お
り
、
三
人
前
無
高
の
縫
属
で

　
あ
っ
丸
、

　
い
ま
幕
藩
領
主
的
土
地
所
有
を
捨
象
す
る
な
ら
ば
平
均
三
一
五
石

前
後
の
石
高
に
相
当
す
る
土
地
保
有
で
も
、
　
平
均
家
族
三
一
四
人

（
第
三
表
参
照
）
の
再
生
産
は
不
可
能
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
の

条
件
の
下
で
は
、
下
作
人
の
保
有
高
に
相
当
す
る
田
地
は
そ
の
下
作

人
の
必
要
労
働
部
分
の
再
生
産
を
保
証
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
そ
こ
で
、
先
に
の
べ
て
き
た
よ
う
な
山
林
・
水
利
を
逓
じ
て
す

る
小
領
主
の
支
配
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
　
「
下
作
」
の
内
容
は
実
は

地
主
1
1
小
領
主
へ
の
下
作
人
の
余
剰
労
働
部
分
の
提
供
を
意
味
し
て

い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
推
測
を
可
能
な
ら
し
め
る
。
も
と

よ
P
、
湖
海
的
に
考
え
た
場
合
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
み
る
と
下

作
地
一
小
領
主
直
営
地
、
下
作
一
賦
役
地
代
の
支
払
い
と
い
う
図
式

が
生
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
商
業
の
展
開
と
商
業
資
本
の
滲
透
が
商
品
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作
物
の
栽
培
の
有
利
性
を
小
領
主
に
教
え
た
結
果
、
こ
の
よ
う
な
直

営
地
で
の
賦
役
労
働
に
基
く
粗
放
経
営
を
放
棄
さ
せ
、
市
場
目
当
て

の
商
品
生
産
を
目
的
と
す
る
下
人
労
働
に
基
，
く
集
約
的
経
営
を
発
展

さ
せ
る
。
こ
れ
が
直
営
地
内
部
に
手
作
地
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
り
、

そ
の
他
の
部
分
の
地
代
形
態
も
生
産
物
地
代
に
推
思
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　
す
で
に
の
べ
た
六
万
寺
村
二
代
臼
善
兵
衛
の
経
営
を
示
す
史
料
に

「
手
作
竜
ち
米
」
と
あ
っ
た
こ
と
、
年
聞
一
〇
〇
1
一
五
〇
反
の
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

綿
を
生
産
し
て
い
た
こ
と
（
全
部
自
作
綿
か
ら
生
産
し
た
と
し
て
綿
作
地

瓢
T
四
反
）
な
ど
か
ら
、
手
作
地
の
経
営
が
販
売
を
目
的
と
す
る
商
晶

生
産
に
重
心
を
お
い
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
集
約
労
働
を
必

要
と
す
る
綿
作
の
流
入
が
こ
う
し
た
事
態
を
助
長
し
た
こ
と
は
、
ま

ず
疑
い
を
入
れ
な
い
。
こ
の
結
果
、
和
泉
照
尾
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、

手
作
経
営
の
た
め
に
下
作
人
の
下
作
地
を
年
々
と
り
か
え
る
と
い
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

た
手
作
地
優
先
の
関
係
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
関

係
は
、
本
来
下
作
地
も
地
主
の
自
己
経
営
地
で
あ
っ
た
こ
と
の
遺
制

を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　凹
　
こ
う
し
て
手
作
地
こ
そ
当
時
の
最
竜
集
約
的
・
能
率
的
な
経
営

くで
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
階
層
差
を
も
つ
と
も
忠
実
に
示
す
下
人
の

有
無
、
多
少
は
手
作
地
に
関
連
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
下
人
の
性
格
に

つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
よ
う
。

　
碓
井
村
庄
屋
九
兵
衛
家
は
、
寛
永
二
一
（
エ
ハ
四
四
）
年
の
人
数
帳

に
よ
れ
ば
四
名
の
下
人
を
有
し
て
い
た
。
与
七
郎
（
三
三
歳
）
・
琴
丘
ハ

衛
（
三
九
歳
）
・
喜
右
衛
門
（
三
六
歳
）
・
清
八
（
一
九
歳
）
の
四
名
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
こ
の
う
ち
与
兵
衛
・
喜
右
衛
門
は
別
に
家
と
家
族
を
有

し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

二
尚
銃
四
入
難
詮
議
　
　
九
薄
降
姦
（
印
）

　
　
寛
R
右
衛
門
母
雄
＋
論
ハ
十
－
歳
、
・
女
一
房
年
帯
…
轡
ゼ
臨
蹴
、
癌
久
エ
↓
よ
し
年
三
漁
戚
、
　
田
刀

　
　
子
六
蔵
年
一
二
歳

　
　
　
　
〆

藁
箸
九
紫
升
壱
合
。
蛇
謙
二
一
量
間
　
。
欝
（
印
）

　
此
人
数
弐
人

　
　
与
丘
ハ
衛
の
女
募
弐
拾
八
歳
　
男
子
五
郎
助
年
六
歳

　
　
宰
五
人
あ
ひ

　
　
　
　
〆

　
こ
の
ほ
か
、
岡
村
筆
頭
肝
煎
庄
左
衛
門
家
の
場
合
も
、
下
女
お
ま
、

そ
の
子
与
作
は
庄
左
衛
門
の
家
族
に
記
載
さ
れ
、
刷
に
与
作
女
房
が

高
六
土
魂
と
一
間
半
×
一
間
の
家
に
女
子
あ
ま
と
と
も
に
登
録
さ
れ
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て
い
る
の
を
み
る
。
与
兵
衛
女
房
・
与
作
女
房
の
場
倉
は
そ
れ
ぞ
れ
九

兵
衛
・
庄
左
衛
門
よ
り
ず
っ
と
後
に
離
れ
た
所
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
を
要
す
る
に
、
下
人
の
性
格
は
家
内
奴
隷
と
い
う
よ
り
も
、

別
棟
の
家
屋
に
住
む
単
婚
小
家
族
農
民
か
ら
放
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
も
し
、
、
こ
の
史
料
が
戸
籍
で
あ
れ
ば
》
彼
ら
下
人
は
当
然

そ
の
女
房
の
家
に
登
録
さ
れ
て
い
る
筈
で
あ
っ
て
、
　
「
人
数
帳
」
と

い
う
性
格
が
下
人
当
人
だ
け
を
主
家
に
属
せ
し
め
る
形
を
と
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
与
兵
衛
女
房
な
ど
は
不
完
全
家
族
と

竜
称
す
べ
き
形
態
の
ま
ま
役
家
に
編
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
当
面
、
小
領
主
層
の
手
作
地
経
営
に
か
ん
し
て
い
え
ば
、
そ
の
中

心
労
働
力
た
る
下
人
は
独
立
家
屋
、
独
立
家
族
を
も
ち
、
牛
さ
え
共

有
な
が
ら
有
し
て
い
る
竜
の
が
多
い
こ
と
、
そ
の
限
り
で
は
形
態
と

し
て
下
作
人
と
変
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
異
る
点
は
、
無
高
や

一
石
以
下
の
高
で
は
、
い
か
に
家
族
少
数
と
は
い
え
そ
の
再
生
産
は

不
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
主
家
へ
の
隷
属
度
も
強
か
っ
た
で
あ
ろ

う
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
態
が
で
き
た
の
は
、
小
領
主
の

商
情
生
産
目
当
て
の
手
作
集
約
経
営
の
出
現
に
よ
る
の
で
、
・
労
働
の

集
約
化
の
た
め
に
労
働
力
を
殆
ど
ま
る
抱
え
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ラ五
　
小
領
主
の
特
徴
の
最
後
に
馬
の
所
有
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
若
江

（や
心
計
な
ど
大
坂
に
よ
9
近
く
、
平
野
部
に
あ
っ
て
こ
の
頃
で
も
す

で
に
青
る
程
度
の
舟
運
の
展
開
が
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
は
み
ら
れ

な
い
が
、
碓
井
や
六
万
寺
な
ど
の
周
辺
部
で
は
庄
屋
層
が
い
ず
れ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

属
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
牛
頭
を
基
本
と
す
る
こ
の
地
域

で
、
馬
の
負
わ
さ
れ
る
任
務
は
交
通
手
段
と
し
て
の
働
き
以
外
に
な

い
。
和
泉
大
鳥
郡
上
神
谷
で
は
、
慶
長
年
間
（
一
七
世
紀
初
頭
）
堺
と

の
間
に
、
米
を
売
り
そ
の
代
銀
で
塩
・
炭
等
を
買
う
商
晶
流
通
が
展

　
　
　
　
　
⑳

開
し
て
い
た
が
、
商
繍
の
運
送
に
は
上
層
農
民
の
所
有
す
る
馬
が
使

用
さ
れ
た
。
先
掲
の
和
痕
中
庄
の
例
で
も
本
家
が
隠
居
分
の
綿
の
販

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

売
を
受
持
っ
て
い
た
よ
う
に
、
河
内
に
お
い
て
も
、
舟
運
の
展
開
す

る
以
前
に
お
け
る
小
領
主
暦
の
馬
の
占
有
は
、
流
通
手
段
の
独
占
と

等
し
い
の
で
あ
っ
て
、
分
解
し
つ
つ
あ
っ
た
小
農
民
層
が
か
り
に
商

品
生
産
に
参
加
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
流
逓
は
小
領
主
に
よ
つ
て
規

制
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
流
通
独
占
を
通
じ
て
、
小
領
主
は
善
兵

衛
遺
言
状
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
莫
大
な
貨
幣
（
金
六
両
・
銀
二
二
貫
）

　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
集
積
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
状
態
が
、
た
と
え
ば

馬
座
、
馬
方
衆
を
持
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
平
野
の
末
吉
家
な
ど

　
　
　
　
　
　
⑳

の
動
向
と
結
合
し
小
領
主
的
所
有
権
と
糧
互
に
補
強
し
合
う
作
用
を
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果
し
た
と
し
て
も
決
し
て
不
思
議
で
は
な
い
。
或
は
、
そ
の
故
に
こ

そ
幕
藩
領
主
は
、
ま
ず
こ
れ
ら
大
商
業
資
本
を
掌
握
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　六
　
さ
て
、
第
三
表
に
よ
れ
ば
一
七
世
紀
前
半
に
各
村
内
で
最
竜
保

（有
石
高
を
集
中
し
て
い
た
書
始
は
二
〇
1
四
〇
石
層
で
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
当
時
の
生
産
の
中
心
的
担
当
階
層
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
こ
の
層
の
平
均
的
経
営
は
血
縁
家
族
六
、
下
人
三
（
男
一
女
二
）

合
計
九
名
の
家
族
で
、
牛
一
疋
弱
を
使
用
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
い

ま
血
縁
家
族
の
半
数
を
労
働
力
と
み
て
竜
、
二
町
を
耕
作
し
う
る
わ

け
で
、
つ
ま
り
こ
の
層
は
基
本
的
に
手
作
部
分
に
依
存
し
な
が
ら
、

ご
く
一
部
に
下
作
経
営
を
も
つ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
先
に
小
領
主

層
の
手
作
経
営
で
考
察
し
た
の
と
同
じ
理
由
で
、
き
わ
め
て
集
約
的

な
密
度
の
高
い
経
営
を
行
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
一
〇
石
代
の
層

は
そ
の
平
均
血
縁
家
族
は
六
名
で
、
下
人
数
が
一
名
、
牛
は
二
人
に

一
疋
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
特
徴
は
下
作
部
分
を
も
た

な
い
こ
と
に
あ
り
、
家
族
労
働
を
世
心
と
し
た
典
型
的
な
封
建
的
小

農
民
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
層
の
系
譜
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
の
多
く
が
す
で
に
の

べ
た
い
く
つ
か
の
同
族
団
内
部
か
ら
分
立
し
た
「
血
縁
分
家
」
で
あ

万治2（1659）

　　助134．308

兵衛
郎兵衛

兵衛
鄭兵衛

右衛門
鄭右衛門

兵衛
三郎

72．　994

5．　708

3e．　196

11．　236

14．　594

14．　158

8．　385

16．　498

　　　　　第五表
　寛永！8（ユ641）

S”ts一

@R　esf　lg3．ssli 助
衛
衛

　
　
兵

　
兵
　
　
郎

善
善
五

↓
　
↓
　
↓

「鵬
衛
衛
門
門

轟
薦

九
九
八
塑

↓
　
↓
　
↓
　
↓

49．　740九兵衛

40．　045 →庄　兵　衛
畦三郎庄兵衛

る
こ
と
に
気
づ
く
。
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
、
様

女
な
人
の
指
摘
が
あ
る

の
で
詳
述
は
避
け
、
六

万
寺
に
つ
い
て
判
明
す

る
事
実
を
あ
げ
る
に
止

　
　
　
　
　
⑳

め
た
（
第
五
蓑
）
。
万
治

一一

i一

Z
五
九
）
年
村
内

に
一
〇
i
四
〇
石
層
は

一
ム
軍
人
居
た
押
か
　
（
第
二

表
）
そ
の
う
ち
確
実
に

判
明
す
る
も
の
だ
け
で

五
名
の
血
縁
分
家
が
い

た
こ
と
に
な
る
。

　
興
味
あ
る
事
実
は
、
幕
府
が
前
章
で
み
た
よ
う
に
庄
屋
の
支
配
権

を
貢
租
面
で
制
癒
す
る
た
め
に
任
命
し
た
年
寄
が
、
殆
ど
全
部
こ
の

層
に
属
す
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
、
碓
井
と
六
万
寺
に
つ
い
て
年
寄

の
保
有
石
高
を
調
べ
て
み
る
と
、
前
者
が
平
均
二
二
石
五
斗
余
、
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

山
膚
四
か
一
一
五
石
ム
ホ
と
ゆ
な
ワ
O
　
（
第
六
吻
訳
）
。
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近世初頭における畿内幕領の支配構造（朝尾）

第穴籔

六万鮒（1659年）｝石塀村（1644年）

年　寄1石　高1年　寄1石　高

14．8140

22．6214

27．3845

29．1751

18．8400

庄左衛門

九右衛門

次郎兵衛

忠右衛門

九郎兵衛

72．994

30．196

11．236

14．594

19．940

8．385

16．498

　　？

17．918

33．325

善兵衛

九兵衛

九郎兵衛

八右衛門

弥兵衛

庄兵衛

庄三郎

市十郎

理兵衛

左兵衛

均i 22．5081均 25．009　　平平

　七
　
以
上
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
時
期
の
村
落
内
部
に
お
け
る
社
会
経
済

く構
造
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
事
実
を
明
ら
か
に
し
え
た
。

①
　
庄
屋
は
一
般
に
六
〇
石
以
上
の
石
高
を
集
積
し
、
山
林
・
河
川
・

　
溜
池
の
支
配
、
流
通
手
段
の
独
占
を
通
じ
て
小
領
主
的
所
有
を
展

　
開
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
経
営
は
内
部
で
す
で
に
血
縁
分
家
に
よ
る

　
単
婚
小
家
族
に
分
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
相
対
的
に
独
立
す
る
傾
向
を

　
有
し
て
い
た
⑩
こ
れ
ら
の
経
営
は
手
作
地
の
周
辺
に
下
作
地
を
有

　
し
、
手
作
地
に
は
一
石
以
下
無
高
の
農
民
層
か
ら
下
人
労
働
力
が

　
放
出
さ
れ
、
下
作
地
は
主
と
し
て
一
石
か
ら
一
〇
石
に
至
る
高
持

　
層
の
労
働
力
に
よ
つ
て
下
作
さ
れ
て
い
た
。

②
　
庄
屋
以
外
に
村
落
内
に
は
数
個
の
従
属
的
同
族
団
が
存
し
、
そ

　
の
経
営
規
模
は
三
〇
一
四
〇
石
前
後
で
あ
っ
た
が
一
七
世
紀
中
葉

　
以
降
い
ず
れ
も
血
縁
分
家
を
行
い
一
〇
石
前
後
の
単
婚
小
家
族
農

　
民
を
析
出
し
た
。

③
　
こ
の
よ
う
な
一
〇
一
二
〇
石
前
後
の
小
農
民
層
か
・
り
幕
府
は
年

　
寄
を
任
命
し
た
。

㈲
　
五
石
以
下
の
農
民
層
は
、
小
領
主
へ
の
労
働
力
乃
至
は
生
産
物

　
地
代
の
提
供
に
よ
つ
て
そ
の
再
生
産
を
保
証
さ
れ
て
い
た
と
思
わ

　
れ
る
。

⑤
r
全
体
と
し
て
の
社
会
構
造
は
、
非
血
縁
下
人
の
所
有
の
有
無
、

　
そ
の
多
少
が
階
層
差
を
表
象
す
る
構
成
を
と
っ
て
い
た
。
最
大
の

　
下
人
所
有
者
た
る
庄
屋
1
1
小
領
主
的
土
地
所
有
者
が
こ
の
ピ
ラ
ミ

　
ッ
ド
の
頂
上
に
立
っ
て
い
た
。

①
若
江
・
礁
井
・
更
池
の
三
村
は
、
寛
永
二
【
年
の
人
数
帳
に
よ
り
、
六

万
寺
は
万
治
ご
年
の
免
割
愛
、
太
田
は
寛
永
二
年
の
地
震
帳
（
記
載
様
式

検
地
帳
に
同
じ
内
）
に
よ
っ
て
い
る
。
若
江
の
デ
ー
タ
は
、
高
尾
一
彦
氏
「
江

23　（23）



　
一
戸
初
鷹
捌
の
農
村
麟
旧
成
と
そ
の
発
展
」
　
（
研
究
一
山
ハ
ロ
η
、
　
昭
認
）
　
に
全
山
部
紹

　
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
利
用
さ
せ
て
頂
い
た
。
そ
の
他
の
デ
ー
タ
は
全
部

筆
者
が
原
文
書
に
よ
っ
て
整
理
し
た
が
、
飯
井
に
つ
い
て
は
、
山
口
之
夫

　
氏
「
近
世
初
期
に
お
け
る
地
主
の
動
向
e
」
　
（
近
世
史
研
究
一
ノ
三
、
昭

2
9
）
、
　
更
池
に
つ
い
て
は
高
尾
氏
「
江
戸
前
期
に
お
け
る
畿
内
村
落
の
構

成
」
　
（
研
究
三
園
、
昭
2
8
）
が
そ
れ
ぞ
れ
人
数
帳
に
よ
る
分
析
を
お
こ
な

　
つ
て
い
る
。
な
お
、
若
江
村
は
代
官
豊
島
十
左
衛
門
支
配
地
で
あ
っ
た
。

他
の
村
に
つ
い
て
は
す
で
に
の
べ
た
。

②
碓
井
村
人
数
帳
の
記
載
例
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寝
所
二
福
下

　
　
零
話
弐
拾
四
石
弐
斗
九
升
九
合
　
象
串
間
三
二
間
、
牛
型
内
二
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秘
歴
二
間
二
一
問
半

　
　
　
此
人
数
八
人
　
　
　
　
　
　
久
　
助
（
印
）

　
　
母
年
五
二
壱
歳
　
一
介
年
三
九
歳
　
女
房
廿
六
歳
　
男
子
三
十
部
年
王
歳

　
　
女
子
お
ま
ん
年
九
歳
　
下
女
な
へ
年
廿
歳
　
下
女
こ
や
年
＋
鶏
歳

　
　
牛
三
人
あ
ひ

　
　
　
　
〆

③
太
田
村
は
地
底
帳
、
六
万
美
酒
は
水
割
帳
（
煙
水
の
た
め
石
高
が
記
し

　
て
あ
る
）
、
　
他
は
人
数
帳
に
よ
っ
て
い
る
。

④
秋
山
昌
繊
雄
氏
「
近
世
初
頭
に
お
け
る
畿
内
村
落
の
検
地
に
つ
い
て
」

　
（
ヒ
ス
ト
リ
ア
五
尋
、
昭
2
7
）
。

⑤
要
す
る
に
幕
藩
領
主
的
土
地
所
有
を
方
法
的
に
捨
象
し
、
そ
の
あ
と
に

残
る
所
有
の
形
態
を
分
析
す
る
わ
け
で
あ
る
。

⑥
元
禄
五
年
岡
村
鎚
細
帳
、
今
西
氏
文
書
。

⑦
享
保
二
年
口
上
案
、
同
前
。

⑥
同
前
、
な
お
三
章
に
原
文
引
用
し
た
。

⑨
1
、
弥
八
部
に
は
田
地
五
町
五
反
・
池
・
家
・
道
具
を
譲
り
、
銀
子
一

　
　
貫
目
を
か
た
み
と
し
て
贈
る
、

　
2
、
池
嶋
村
に
嫁
い
だ
娘
お
か
な
に
は
小
判
二
両
を
か
た
み
と
し
て
遣

　
　
　
し
、
別
に
銀
子
一
〇
〇
枚
を
万
　
離
婚
の
際
の
独
立
資
金
と
し
て
与

　
　
　
え
る
、

　
3
、
水
牢
村
に
嫁
し
た
娘
お
き
く
も
小
判
二
両
を
か
た
み
に
、
銀
子
四

　
　
貫
一
二
百
涌
を
お
か
な
と
同
じ
理
由
で
与
え
る
、

　
4
、
四
条
村
に
嫁
し
た
お
あ
ひ
も
同
様
に
小
判
二
両
と
銀
子
一
〇
〇
枚
、

　
5
、
角
助
は
大
坂
俄
撮
屋
吉
右
衛
門
掘
方
に
養
子
に
行
っ
た
時
（
一
二
歳
の

　
　
時
）
す
で
に
銀
子
一
貫
泪
と
久
太
郎
町
に
六
間
口
の
家
を
付
け
て
や

　
　
　
つ
た
が
、
今
度
新
し
く
か
た
み
と
し
て
銀
二
貫
目
を
譲
る
、

　
　
6
、
五
郎
は
今
後
何
L
万
へ
か
養
子
に
行
く
時
に
銀
子
一
貫
目
、
世
世
衛
を

　
　
も
つ
時
四
貫
日
与
え
ら
れ
る
が
、
田
地
は
や
ら
な
い
、
も
し
所
に
帰

　
　
　
つ
た
場
合
回
は
屋
敷
と
悪
い
田
地
二
～
三
反
を
と
ら
せ
よ
、

　
7
、
太
郎
八
に
窪
分
の
田
地
・
（
約
一
〇
町
）
・
池
．
家
・
諸
道
具
．
跡

　
　
式
全
部
を
談
る
、
残
る
田
地
を
減
ら
し
て
は
な
ら
ぬ
、
皆
で
太
郎
八

　
　
　
を
も
り
立
て
て
ゆ
く
よ
う
に
せ
よ
、
　
（
カ
ッ
コ
内
は
朝
尾
）
。

⑩
二
代
睡
善
兵
衛
（
弥
八
郎
）
の
遺
青
天
に
「
我
々
せ
か
れ
無
御
座
偽
聞
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
家
）

　
た
れ
人
の
子
成
と
も
養
、
我
等
之
跡
立
申
匹
様
皿
＝
い
け
い
児
は
か
ら
い
や

　
し
な
い
可
被
申
怖
喜
」
と
あ
る
。

⑳
誼
隅
靴
ハ
衛
田
地
六
町
御
座
協
内
、
歯
驚
町
一
鳳
反
手
作
二
仕
、
残
ル
響
町
七
反

下
作
二
当
麗
牢
施
、
此
麦
作
網
当
夏
後
家
取
納
…
…

　
　
　
　
　
　
（
年
貢
）

下
作
米
之
内
三
拾
石
納
、

石
買
付
五
十
匁
五
分
ッ
・
に
絹
極
、
池
嶋
村
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米
や
五
兵
衛
二
売
申
峰
、
此
銀
分
二
薦
ハ
す
ミ
不
串
協
由
後
家
二
串
聞
せ

協
ヘ
ハ
、
手
作
之
も
ち
米
九
石
同
米
や
五
兵
衛
二
後
家
売
申
協
禰
、
則
銀

．
子
ハ
善
助
か
た
へ
す
ぐ
二
渡
し
砺
へ
と
申
由
に
て
銀
四
百
骨
三
匁
我
等
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
暦
三
）

へ
五
兄
公
衛
持
参
申
恥
、
＋
覗
二
口
分
ム
周
江
湖
管
貫
九
百
三
十
・
匁
執
鮒
販
叩
、
去
ル
酉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㌣
・
）
　
（
万
治
元
）

ノ
大
豆
三
分
一
銀
二
壱
貫
七
百
匁
盤
上
ケ
、
残
ル
弐
百
三
拾
八
匁
当
戌
三

分
｝
銀
二
指
上
申
砺
、

　
善
兵
衛
相
果
申
偽
時
、
も
め
ん
宙
三
余
御
座
怖
、

善
五
十
端
御
座
協
、
凡
此
銀
壱
貫
臼
余
御
座
協
、

善
兵
衛
馬
壱
疋
持
串
怖
、

又
当
年
中
之
も
め
ん

　
　
以
上
、
二
代
目
善
兵
衛
死
後
そ
の
後
家
と
本
家
善
助
と
の
問
で
遺
跡
を

　
め
ぐ
っ
て
生
じ
た
訴
訟
の
交
露
に
よ
る
。

　
＠
　
　
取
替
申
一
札
之
菓

　
　
一
田
地
三
町
五
反
　
　
我
等
隠
贋
分

　
　
　
　
内

　
　
　
壱
町
五
反
ハ
　
　
　
　
我
等
末
代
句
作

　
　
　
弐
臨
叫
ハ
　
　
　
　
　
　
我
蝶
M
頼
梱
果
ル
後
叢
圃
物
取
可
申
砺
、

　
　
右
看
隠
贋
田
地
之
儀
二
付
、
善
助
侮
角
と
申
協
処
二
組
々
庄
屋
衆
御
曖

　
　
二
て
如
此
椙
均
一
L
重
し
協
、
以
来
申
分
無
御
座
協
、
為
其
　
札
如
件

　
　
　
明
暦
三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
善
　
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
　
（
邸
）

　
　
　
薔
ノ
三
月
廿
五
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
助
ま
い
る

⑬
無
佐
野
市
史
二
〇
三
一
五
頁
。
鷲
見
等
曜
氏
「
徳
規
初
期
畿
内
村
落
構

　
造
の
一
考
察
漏
（
社
ム
黙
纏
伽
済
史
轡
ず
二
一
二
i
五
・
山
ハ
ム
側
野
馬
万
、
　
昭
認
）
　
参
紹
…
。

⑭
　
　
妙
荷
嫌
算
用

　
　
終
年
（
明
暦
二
年
）

　
　
一
弐
拾
石
　
　
　
　
　
飯
　
米

　
　
一
士
E
電
撃
斗
六
升
　
　
　
新
　
　
家

　
　
一
壱
石
五
斗
六
升
　
　
熊
　
堰

　
合
弐
拾
三
石
弐
升

　
　
　
内

　
　
拾
四
石
　
　
　
　
御
手
作

　
　
　
四
石
　
　
　
　
御
蔵
米
渡

　
引
〆
五
石
弐
升

　
　
　
壁
代
銀
弐
百
拾
三
匁
四
分
　
石
四
拾
二
匁
五
分
か
へ

　
　
　
又
七
拾
露
匁
五
分
木
わ
た
御
売
被
成
偽
、
代
借
り
申
怖
、

　
銀
ニ
ロ
合
弐
百
八
拾
六
匁
九
分

　
　
　
内

　
　
　
百
三
拾
三
匁
七
分
　
方
々
御
懸
銀
払
日
記
手
形
有
之

　
　
　
菖
四
拾
目
　
　
　
　
二
季
之
肥
代
い
か
に
も
内
は
二
て
協

　
引
〆
拾
三
匁
弐
分
　
　
未
進
翌
年
算
用
二
書
入

　
　
右
皆
済

⑯
こ
の
点
に
か
ん
し
て
は
鷲
見
氏
前
掲
稿
が
豊
富
な
史
料
を
紹
介
し
て
い

　
る
。
た
と
え
ば
、
本
・
分
家
の
関
係
で
も
本
家
は
馬
（
三
幅
手
段
）
、
分
家

　
は
牛
（
耕
作
手
段
）
を
も
ち
、
本
家
は
隠
屠
家
．
角
屋
．
鶴
屋
・
小
麗
・

柴
屋
・
下
人
寂
を
も
つ
の
に
対
し
、
分
段
は
角
屋
・
小
屋
・
下
人
家
し
か

も
た
な
い
な
ど
、
本
分
難
問
に
協
同
お
よ
び
上
下
の
関
係
の
存
在
を
示
す

事
実
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
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⑯
窩
尾
一
彦
氏
は
若
江
村
の
人
数
帳
を
分
析
し
て
、
労
働
力
の
禰
…
か
ら
自

　
作
経
嘗
燭
積
の
最
高
を
四
町
と
計
算
し
て
お
ら
れ
る
。
六
〇
石
以
上
の
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
り

　
商
保
有
は
、
こ
の
点
か
ら
み
て
も
必
ず
下
作
地
を
含
ま
ざ
る
を
え
な
い
。

⑰
山
口
氏
「
近
世
初
期
に
お
け
る
地
主
の
動
向
」
（
近
世
史
研
究
一
－
欝
∵

　
四
、
昭
2
9
）
。

⑯
本
章
註
⑪
参
照
。

⑲
三
橋
時
雄
氏
「
近
世
煎
期
畿
内
の
地
主
農
業
」
　
（
饗
業
経
済
研
究
二
八

　
一
一
所
収
昭
3
1
）
。

⑳
第
三
表
六
〇
一
八
○
石
層
の
「
二
一
」
は
礁
井
村
庄
屋
九
兵
衛
。
六
万

　
寺
村
善
兵
衛
に
つ
い
て
は
本
章
註
⑪
を
み
よ
。

⑳
鷲
見
氏
前
掲
論
文
。

＠
本
章
註
⑭
。

⑳
本
章
註
⑨
参
照
。

⑳
京
大
影
写
本
、
東
末
吉
文
書
巻
一
に
信
長
の
下
し
た
馬
座
の
朱
印
状
が

　
あ
る
が
、
宛
名
は
「
当
座
申
」
と
な
っ
て
い
て
必
ず
し
も
末
吉
に
宛
て
た

　
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
　
一
応
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
　
豊
田
武
氏

　
『
増
訂
中
世
日
本
商
業
史
の
研
究
』
昭
2
7
、
四
六
七
頁
参
照
。
な
お
豊
鴎

氏
が
天
正
七
年
十
二
月
十
日
玄
以
下
知
状
と
し
て
お
ら
れ
る
の
は
、
堺
政

所
松
井
長
閑
下
知
状
の
誤
り
で
あ
る
。

⑳
血
縁
分
家
に
か
ん
し
て
は
、
今
弾
林
太
郎
・
八
木
哲
浩
観
『
封
建
社
会

　
の
農
村
構
造
』
昭
3
0
、
山
田
舜
氏
「
寄
生
地
主
制
成
立
の
前
提
」
　
（
福
島

大
学
経
済
学
会
編
『
寄
生
地
主
制
の
研
究
』
昭
3
0
所
収
）
の
ほ
か
、
前
掲

鷲
見
氏
論
文
が
詳
し
い
。
六
万
寺
に
つ
い
て
は
、
文
書
に
明
確
に
「
兄
第
」

　
と
嵐
た
も
の
の
み
を
記
し
た
。
た
と
え
ば
「
年
寄
九
兵
衛
八
右
衛
門
九
郎

兵
衛
五
郎
右
衛
門
兄
弟
四
人
と
し
て
」
云
々
。

⑯
　

山ハ

椏℃

の
加
†
寄
名
は
、
　
慶
安
二
　
（
一
六
四
九
）
　
年
期
入
組
旧
帳
に
・
よ
り
、

石
高
は
万
治
二
（
一
六
五
九
）
年
免
劇
帳
に
よ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
高

の
不
明
な
も
の
が
で
き
た
。

、
領
主
の
政
策

本
章
は
、
主
と
し
て
寛
永
期
の
幕
府
直
轄
傾
に
お
け
る
農
畏
支
配

策
の
実
態
と
展
開
を
み
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
幕
藩
領
主
的
土
地
所

肩
の
性
格
に
接
近
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
有
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

水
利
政
策

寛
永
二
一
（
岬
六
四
四
）
年
の
上
方
関
東
代
官
能
無
条
目
に
は
次
の

　
　
　
　
　
　
　
①

う
な
一
頂
が
あ
る
。

一
堤
井
堀
川
雲
気
儀
、
毎
度
正
月
廿
一
日
よ
り
普
請
申
付
協
、
臼
蓋
之
所
も

水
の
か
玉
り
臨
様
に
い
た
し
、
勿
論
水
か
玉
り
田
畑
損
毛
之
地
者
水
は
き

の
お
と
し
堀
入
念
一
三
申
付
事

こ
の
条
目
は
、
代
官
支
配
の
原
則
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

期
の
代
官
領
に
お
い
て
水
利
事
業
が
勧
農
の
第
一
に
位
置
す
る
も

と
し
て
積
極
的
に
推
進
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
こ
で

に
み
た
河
内
の
村
女
で
は
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
に
実
行
さ
れ
、
ど

よ
う
な
影
響
を
農
民
の
各
暦
に
与
え
た
か
を
検
討
し
よ
う
。
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近世初頭における畿内幕領の支配構造（朝羅）

　
第
七
表
A
は
古
市
郡
碓
井
村
の
免
定
に
よ
り
同
村
の
元
和
九
（
一

六
二
三
）
年
か
ら
万
治
二
（
一
六
五
九
）
年
に
至
る
三
六
年
間
の
永
荒

な
ら
び
に
当
損
地
の
石
高
の
変
動
を
調
査
し
た
竜
の
で
あ
る
。
両
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

合
せ
た
も
の
の
村
高
に
対
す
る
比
率
は
年
女
低
下
し
て
い
る
。

こ
の
低
下
は
主
と
し
て
恋
病
部
分
の
傾
向
的
低
下
に
よ
り
生
じ
た
も

の
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
は
丹
北
郡
更
池
村
の
寛
永
元
（
一
六
二
四
）
年

か
ら
一
議
四
一
七
年
に
至
る
一
山
ハ
（
一
六
四
〇
）
年
間
に
つ
い
て
」
も
検
証
さ

第七表A
村副蔽ゐ業霧酬（A＋B）

260．343

225．870

221．349

255．〔コ

200．012

191．868

253．574

233．276

183．255

183．255

200．935

6．130

39．4U4

1e．g83

17．476

79．182

55．400

5．379

　　石

260．343

225．870

215．219

215．617

193．l129

174．392

174．392

177．876

177．876

27．084173851

　　石
588．　490

〃
　
　
1
1
　
　
1
1
　
　
〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
〃

元和9（1623）

寛永2（1625）

”　5（1628）

tt　12（1635）

n　13（1636）

承応1（1652）

f，　2（1653）

明暦1（1655）

n　2（1656）

”　3（1657）

万治2（1659）

第七表B
175．152

73．877

5Z523

44Jl1

41．992

51．327

　　石
131．041・

31．885

　　6．196

　　石
729．　800

tl

tl

万治2（1659）

延三建：7（1679）

享保6（1721）

　
③
れ
る
。
河
内
郡
六
万
寺
村
に
つ
い
て
は
万
治
・
延
宝
・
享
保
の
三
時

期
の
史
料
が
あ
る
が
、
（
第
七
褒
B
）
同
様
に
永
荒
・
霜
野
合
計
部
分

は
急
速
に
低
減
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
場
合
は
当
損
部
分
が
低
減

し
た
と
い
う
ち
が
い
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
個
女
の
代
官
の
方
針
に
よ

る
ち
が
い
で
あ
る
か
、
万
治
以
降
の
一
般
的
傾
向
か
は
今
明
か
に
し

　
　
　
④

え
な
い
。
後
考
に
ま
つ
次
第
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
面
、
紅
血
の
記

載
形
式
を
み
る
に
永
長
・
当
損
を
合
計
し
て
村
高
か
ら
差
引
き
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

れ
に
貢
租
率
を
か
け
る
原
則
な
の
で
、
一
応
両
者
の
合
計
部
分
の
傾

向
的
低
減
を
、
と
く
に
寛
永
期
に
お
け
る
永
荒
部
分
の
低
減
を
結
論

づ
け
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。

　
次
に
右
で
み
た
よ
う
な
荒
畑
地
の
低
減
が
ど
の
よ
う
に
し
て
お
こ

な
わ
れ
た
か
を
示
す
一
例
と
し
て
六
万
寺
村
の
溜
池
・
樋
の
新
設
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

修
理
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
第
八
表
の
ご
と
く
な
る
。
溜
池
灌
漉
に

多
く
依
存
す
る
同
村
に
お
い
て
、
　
七
つ
の
主
要
な
池
の
工
事
は
二

種
・
二
期
に
分
け
て
領
主
の
手
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
第
一
は
、
寛
永

年
間
（
一
六
一
一
〇
1
四
〇
年
代
）
に
行
わ
れ
た
竜
の
で
、
　
そ
の
工
事
の

種
類
は
底
掘
り
・
底
淡
い
で
あ
り
、
第
二
は
正
徳
・
享
保
年
間
に

（
一
七
一
〇
i
二
〇
年
代
）
行
わ
れ
、
引
付
・
川
除
す
な
わ
ち
築
提
・

補
強
を
中
心
と
し
だ
工
車
で
あ
っ
た
。
第
一
期
の
代
官
は
郡
代
須
田

：27　（27）



第八表

官代明不堤付・川除底掘・淡

五味備前穿
竹田喜左衛門

桜井孫兵衛

須瞬次郎太部

正徳3（1713）

享f呆10（！725）

寛永19（1642）

正徳3（1713）

＼、、工毒種類
　、、＼
　　へい
聯名＼
半堂池

tl

桜井孫兵籍

働大1雌永・（・628）i

塁上池1財・（・628）1

馬場池｝ 　　　　　び享｛呆：10・11（1725・6）

　　　　　1
五味傭前挿

桜井孫兵衛享f呆10（1725）

宮下大池1寛永19（1642）

寛永・（162晦山門

　　tl
五味備前守

角倉与一

権蔵上小池

享保7（／722）

寛永5（1628）

承応1（1652）

享保7（1722）

明不

次
郎
太
郎
お
よ
び
五
味
備
前
守
（
豊
直
）
で
あ
っ
た
。

　
同
じ
く
溜
池
に
敷
設
さ
れ
た
樋
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
。
一
々

の
池
と
樋
に
つ
い
て
の
詳
細
な
表
は
、
紙
幅
が
限
ら
れ
て
い
る
の
肇

残
念
な
が
ら
省
略
し
、
そ
れ
ら
の
樋
が
新
設
ま
た
は
葉
替
さ
れ
た
年

第九表

新伏 伏替｝計

19

P4

Q9

p

8
8
2
7

11

U
2

年 代

覧永5（1628）～明暦3（1657）

延三養二］・（1673）～宝永7（17玉0）

正徳1（1711）～享保16（1731）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

代
を
統
計
す
る
と
第
九
表
と
な
る
。
樋
の

新
伏
は
寛
永
一
明
暦
（
一
六
二
〇
i
五
〇
）

年
代
、
代
官
で
い
え
ば
須
田
次
郎
太
郎
と

五
味
備
前
守
の
時
代
に
集
中
し
、
享
保
ま

で
の
新
旧
の
五
八
％
が
こ
の
時
期
、
し
か

も
内
訳
を
み
る
と
寛
永
五
年
と
一
九
年
に

そ
の
大
半
が
行
わ
れ
て
い
る
（
帝
位
）
。
須

田
が
六
万
寺
を
支
配
し
た
の
が
寛
永
四
年
、

五
味
は
同
じ
く
一
九
年
か
ら
で
あ
る
か
ら
、

寛
永
期
の
代
官
（
郡
代
）
が
い
か
に
水
利

工
事
を
重
視
し
て
い
た
か
が
わ
か
る
で
あ

ろ
う
。
伏
替
も
同
じ
寛
永
期
と
元
禄
・
宝
永
期
、
正
徳
・
享
保
期
に

集
中
し
、
そ
の
間
三
〇
一
五
〇
年
の
間
隔
を
有
し
て
い
る
の
は
樋
材

の
耐
久
年
限
に
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
池
別
に
み
る
と
、
寛
永
期

の
新
伏
・
伏
替
合
計
一
九
（
享
保
ま
で
の
新
伏
．
三
伏
替
総
数
二
九
の
六

六
％
）
は
村
内
の
大
き
な
池
の
樋
に
集
中
し
て
お
り
、
元
禄
以
降
の

そ
れ
は
主
と
し
て
小
さ
な
池
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
も
一
つ
の
特
徴
と

し
て
指
摘
さ
れ
る
。

　
か
く
て
、
右
に
の
べ
た
よ
う
な
水
利
工
事
の
進
展
が
、
鑑
定
に
お
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け
る
荒
損
部
分
の
傾
向
的
減
少
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
℃

　
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
水
利
工
事
の
展
開
と
そ
れ
の
結
果
と
し
て

の
荒
損
地
の
減
少
が
、
農
民
暦
の
ど
の
部
分
に
利
益
を
も
た
ら
し
た

か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
か
ん
し
、
す
で
に
み
た
よ
う
な
村

落
構
造
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
法
令
が
ど
う
い
う
翻
心
味
を
も
つ
か
は

お
の
ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
一
田
作
之
節
、
水
番
有
之
渚
損
徳
無
二
様
二
可
仕
事
、

　
番
水
を
支
配
す
る
も
の
に
不
利
、
支
配
さ
れ
る
も
の
に
有
利
と
い

う
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
、
寛
永
一
九
（
一
六
四
二
）
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

七
月
二
九
日
付
の
幕
府
法
令
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
一
芥
水
懸
り
怖
端
末
迄
も
断
絶
な
く
水
引
怖
や
う
二
可
仕
恥
、
用
水
あ
ま
り

怖
所
ハ
不
靴
工
偽
共
、
不
足
之
所
よ
り
水
乞
協
ハ
、
当
年
ハ
可
遣
協
、
以
来

蝋
石
ニ
ハ
致
さ
せ
申
闘
敷
鹿

　
す
な
わ
ち
、
明
ら
か
に
前
章
で
み
た
よ
う
な
庄
屋
1
1
小
領
主
願
の

詩
評
支
配
権
へ
の
干
渉
を
、
こ
の
文
章
は
含
ん
で
い
る
。
例
え
「
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

来
之
例
ニ
ハ
致
」
さ
な
い
と
し
て
も
で
あ
る
。

　
し
か
し
も
っ
と
稜
極
的
に
、
ど
の
層
が
「
寛
永
期
の
」
水
利
工
事

の
恩
恵
を
受
け
た
か
を
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
先
に
み
た
よ
う
に

水
利
工
事
の
成
果
は
、
村
内
荒
損
部
分
の
減
少
と
し
て
現
わ
れ
た
か

第十表
醐膏石醐（％）麟曝囎1（・＋・）（％）阻輪。

14．5

20．2

33．6

36．4

15．0

7．1

33．9

石
19．500

14．784

10．150

84．178

19．246

7．573

3．316

（12．3）

（　9．3）

（　6．4）

（53．e）

（12．／）

（　4．8）

（　2．1）

石
9．500

3．214

1．500

9．998

3．426

1．844

石
10．000

11．570

8．650

74．180

15．820

5．729

3．316

　　石

134．308

72．994

30．196

231．162

128．690

106．723

　　9。ア83

（18．8）

（10．2）

（　4．2）

（32．4）

（18．0）

（！5．0）

（　1．4）

1
1
1
1
5
1
9
3
7

100石以上
40

20

10

　5

　1

tl

lt

tl

’ノ

It

1石以下　116

22．290 713．856　（100．0）　1　29．482　129．265　1　158．747　（100．0）計
・
合

ら
、
こ
の
問
題
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
は
、

農
民
各
自
の
持
高
の
う

ち
に
含
ま
れ
る
荒
損
部

分
を
階
層
別
に
示
せ
ば

よ
％
箪
表
は
六
万

寺
村
半
割
帳
に
も
と
ず

き
、
　
万
治
一
一
　
（
一
六
五

九
）
年
の
階
層
別
荒
損

部
分
を
統
計
し
た
も
の

　
　
⑫

で
あ
る
。
村
内
総
石
高

の
一
骨
ニ
・
四
％
を
占
め

る
一
〇
…
二
〇
石
層
の

農
民
に
試
訳
地
の
五
一
二

％
が
集
中
し
て
い
る
。

ま
た
、
持
高
に
対
す
る

荒
野
部
分
の
高
の
比
率

は
一
二
六
・
四
％
で
、
村
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府
の
ど
の
階
層
よ
夢
竜
高
い
。
つ
ま
り
＼
寛
永
期
の
畿
内
幕
領
に
戯

け
る
水
利
工
事
の
展
開
は
一
〇
1
二
〇
石
層
に
利
益
し
た
と
い
う
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
他
の
文
書
史
料
か
ら
も
実
証
し
う
る
。

　
惣
池
樋
豊
強
、
牲
古
よ
り
弐
つ
二
コ
壱
日
宛
二
水
出
申
協
、
青
出
因
幡
守

　
様
御
代
四
拾
年
余
以
前
（
延
宝
ニ
ー
五
年
）
、
北
之
堤
二
新
酒
壱
ツ
御
嵩
被

　
下
、
其
後
爾
提
二
弐
つ
新
樋
金
丸
又
左
衛
門
様
御
代
（
貞
享
三
－
元
禄
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
コ
　
　
　
う
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
う
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
カ

　
三
年
）
御
船
宿
下
、
昔
年
罫
描
罷
成
町
、
戸
主
古
来
よ
り
入
不
切
砺
小
百

　
　
も
　
　
ロ
　
　
も
　
　
ね
　
　
む
　
　
カ
　
　
カ
　
　
も
　
　
セ
　
　
も

　
姓
田
地
江
随
分
能
入
申
協
、
銘
≧
相
応
二
多
ク
入
申
協
（
傍
点
お
よ
び
カ

　
ッ
コ
内
は
朝
尾
）

　
惣
大
半
臨
池
の
新
樋
開
設
が
代
官
の
手
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た

詰
果
、
古
来
よ
り
入
り
切
ら
な
か
っ
た
小
百
姓
の
田
地
ま
で
よ
く
入

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
小
百
姓
は
、
或
は
一
〇

一
二
〇
石
層
よ
り
下
の
層
か
も
知
れ
な
い
が
、
と
竜
か
く
新
樋
建
設

が
前
章
の
は
じ
め
に
は
過
渡
的
形
態
と
し
て
把
握
さ
れ
た
小
農
経
営

（
五
一
二
〇
石
の
家
族
臼
営
農
）
に
有
利
な
条
件
を
切
り
拓
い
た
こ
と
だ

け
は
確
か
な
事
実
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
要
す
る
に
、
領
主
の
水
利
政
策
は
庄
屋
－
一
尺
領
主
層
の
経
済
的
基
囁

礎
を
崩
し
、
そ
の
所
有
一
支
配
権
に
干
渉
し
、
逆
に
一
〇
1
二
〇
石

面
の
農
民
の
経
済
的
自
立
の
条
件
を
積
極
的
に
創
出
し
た
と
一
い
え
る

の
で
あ
る
α

　
二
舟
運
の
霧
雪

（　
先
に
、
庄
屋
1
1
小
領
主
層
の
土
地
所
有
が
馬
を
手
段
と
す
る
商
晶

流
通
の
独
占
と
相
互
に
補
強
し
合
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、

こ
れ
に
対
す
る
幕
府
の
対
策
と
し
て
舟
運
の
積
極
酌
掌
握
と
展
開
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
す
で
に
慶
長
八
（
一
六
〇
三
）
年
に
徳
川
氏
の
統
制
下
に
お
か
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

伏
見
－
京
橋
間
の
過
書
船
は
別
格
と
し
て
・
も
、
寛
永
一
三
　
（
一
六
三

六
）
年
に
は
代
官
末
吉
氏
の
手
に
よ
っ
て
柏
原
船
が
開
設
さ
れ
、
中

世
に
は
荒
れ
果
て
た
寒
村
に
す
ぎ
な
か
っ
た
狛
原
を
問
屋
の
立
ち
並

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ぶ
在
郷
町
に
亦
久
貌
さ
せ
て
い
た
し
、
　
㎜
野
分
船
は
血
見
・
氷
一
山
ハ
（
一
六
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

九
）
年
に
国
分
と
大
坂
の
間
に
開
か
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
地
方
の
最

竜
主
要
な
舟
運
の
一
つ
で
あ
っ
た
剣
先
船
は
、
正
保
三
（
一
六
四
六
）

年
に
営
業
を
は
じ
め
、
二
〇
…
一
二
〇
石
積
の
船
二
一
一
艘
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

そ
れ
ぞ
れ
二
瀬
．
御
厨
・
松
原
・
喜
志
と
京
橋
の
間
を
運
航
し
た
。

こ
れ
ら
の
舟
が
主
と
．
し
て
貢
租
米
の
運
送
を
量
的
と
し
て
い
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

は
多
く
の
史
料
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
こ
で
も

幕
府
は
庄
屋
一
小
領
主
層
の
流
通
懸
路
を
そ
の
ま
ま
に
し
つ
つ
も
、

舟
運
の
掌
握
に
よ
っ
て
自
ら
の
貢
租
収
取
を
確
保
す
る
た
め
の
交
通
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手
段
を
開
拓
・
掌
握
し
た
の
で
あ
る
。

①
武
家
厳
島
録
巻
二
十
一
。

②
松
倉
家
文
書
、
ね
一
～
5
。
、

記
載
形
式
は
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
　
紬
可
申
辰
年
御
年
貢
之
離
（
寛
永
五
年
）

　
一
高
五
百
八
拾
八
石
碑
斗
九
升
　
　
　
　
碓
井
村

　
　
　
内

　
　
弐
菅
捻
五
石
弐
斗
壱
升
九
合
　
　
　
永
荒
河
成

　
　
轟
ハ
石
士
信
斗
参
升
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n
口
三
下
野
荒

　
　
三
拾
六
石
一
二
斗
五
升
ゴ
一
合
　
　
　
　
　
　
山
↑
畑

　
　
　
販
七
石
弐
斗
八
升

　
残
三
百
三
拾
石
七
斗
八
升
八
合
上
毛
や
し
き
共
二

　
　
取
弐
百
七
拾
九
石
墨
斗
四
升

　
二
口

　
取
合
二
酉
入
溝
七
石
壱
斗
弐
升

　
　
　
　
　
（
奥
書
略
）

　
こ
の
形
式
は
、
と
り
あ
げ
た
三
六
年
・
聞
変
ら
な
い
。

　
な
お
、
表
の
□
部
分
は
虫
損
を
示
す
。

③
田
中
氏
交
書
。
更
池
村
の
ば
あ
い
を
表
で
示
す
。

　
史
料
は
同
じ
く
免
定
に
よ
っ
て
い
る
。

④
六
万
寺
の
場
合
、
史
料
は
万
治
二
年
と
享
保
六

　
年
は
免
割
帳
、
延
宝
七
年
は
免
定
に
よ
っ
て
い
る
、

永
荒
部
分
が
余
り
変
ら
ず
む
し
ろ
増
大
し
て
い
る

1棚　永荒
　　　　　　　贋　　　　石
寛永1（1624）146．065　19．170

n　6（1629）1　n　！5．939

ft　17（1640）i　tt　11．736

　
の
は
「
永
荒
池
代
共
引
」
　
（
延
宝
七
年
二
二
）
と
あ
る
よ
う
に
、
池
床
分

　
が
永
瀧
に
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
表
は
年
度
に
よ
り
変
動
の
多
い

　
艮
損
部
分
の
滅
少
に
よ
っ
て
い
る
が
、
傾
向
は
う
か
が
え
る
と
思
う
。
ま

　
た
万
治
頃
を
境
と
し
て
臼
損
の
減
少
に
領
主
の
努
力
が
そ
そ
が
れ
た
の
か

も
知
れ
な
い
。

⑤
免
定
之
ぶ
（
延
宝
七
年
）

　
一
高
七
首
弐
拾
九
石
八
斗
　
　
　
　
六
万
寺
村

　
内
　
四
拾
壱
石
九
斗
九
升
弐
合
　
永
荒
池
代
共
引

　
　
　
　
三
拾
壱
石
八
斗
八
升
五
合
　
当
薦
山
並
引

　
残
六
百
五
拾
五
石
九
斗
弐
升
三
合
　
有
高

　
　
　
此
取
米
五
百
拾
壱
石
臼
斗
壱
升
九
合
　
可
納
辻

　
　
　
　
　
（
下
略
）

な
お
註
②
参
照
。

⑥
享
保
一
〇
年
「
河
内
国
河
内
郡
六
万
寺
村
溜
池
・
樋
数
帳
」
に
よ
る
。

記
載
例
左
の
ご
と
し
。

字
叢
轟
罵
齢
半
壱
・
所
引
当
前
≧
…
吊
床
・
膿
地
、

（
謬
叢
是
ハ
九
＋
三
年
以
前
寛
永
＋
九
午
年
・
五
味
備
前
簾
鍵

被
仰
付
、
扶
持
方
被
下
、
弐
拾
三
年
以
前
正
徳
二
辰
年
竹
田
喜
左
衛
門
様

淡
堤
付
川
面
被
仰
付
、
御
扶
持
方
三
下
置
協
、
十
年
以
前
享
保
十
巳
年
、

桜
井
孫
兵
衛
様
川
除
堤
修
覆
被
仰
付
、
御
扶
持
方
被
下
拓
」

　
こ
の
符
箋
は
享
保
二
〇
年
に
調
査
し
た
時
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
衷
に

　
「
不
明
」
と
記
し
た
の
は
望
遠
が
剥
離
し
て
復
原
不
能
の
た
め
で
あ
る
。

な
お
、
樋
に
つ
い
て
も
記
載
様
式
は
同
じ
な
の
で
略
す
。

⑦
註
⑥
を
み
よ
。

31 （31）



⑧
大
橋
氏
文
書
A
延
宝
八
年
四
月
二
五
日
付
曾
我
又
左
衛
門
覚
。

⑨
御
当
象
令
条
巻
三
十
二
、
寛
永
一
九
年
七
月
二
九
日
付
覚
。

⑩
或
い
は
、
こ
れ
は
こ
の
年
が
干
越
年
で
あ
っ
た
た
め
の
特
殊
例
と
さ
れ

　
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
初
期
の
幕
府
饅
政
の
基
太
・
的
法
令
は
殆
ど
干
越
な

ど
の
異
常
天
候
の
年
を
期
に
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
は
い

え
な
い
。

⑪
上
履
二
三
（
庄
屋
周
）
が
検
地
に
際
し
て
自
己
の
晒
地
を
永
荒
に
入
れ

　
て
隠
す
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
の
時
に
は
必
ず
し
も
正
確
に
事
情
を
反
映

　
し
な
い
が
、
管
見
の
範
隣
内
で
は
、
こ
の
地
方
に
お
け
る
右
の
問
題
に
か

　
ん
す
る
訴
訟
史
料
は
寛
永
初
頭
を
下
限
と
し
て
い
る
。

⑫
記
載
原
則
は
免
定
に
同
じ
（
註
⑤
参
照
）
。
こ
れ
を
個
人
罰
と
し
、
　
さ

　
ら
に
取
米
の
内
訳
を
米
・
大
豆
・
三
分
一
銀
に
三
分
し
て
記
し
て
い
る
。

⑬
今
西
氏
文
書
、
享
保
二
年
口
上
。

⑭
大
阪
市
史
第
一
巻
。

⑮
柏
原
町
史
。

⑯
隅
前
。

⑰
大
阪
市
史
第
一
巻
。

⑱
元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年
六
万
寺
村
銘
細
帳
に
は
、
貢
租
米
が
二
叉
川

　
の
舟
連
（
劔
先
船
）
に
よ
り
積
田
さ
れ
た
こ
と
が
諾
さ
れ
て
郭
り
、
明
鷹

　
瓢
（
一
六
五
七
）
年
無
井
村
の
史
料
（
ら
一
）
で
は
、
こ
の
頃
喜
志
か
ら

　
貢
租
米
が
京
橋
へ
劔
先
船
で
送
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
古

島
敏
雄
氏
『
江
戸
時
代
の
商
品
流
通
と
交
通
』
昭
2
6
、
九
三
頁
参
照
。

む
・
す
　
び

　
一
七
世
紀
前
半
、
幕
府
代
官
が
支
配
す
る
以
前
の
畿
内
村
落
に
は
、

小
領
主
的
土
地
所
…
有
と
も
呼
ぶ
べ
き
所
有
が
成
長
し
て
い
た
。
こ
の

所
有
は
、
ぼ
ぼ
の
ち
の
村
単
位
の
広
さ
で
水
利
．
林
野
を
支
配
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
、
馬
と
い
う
交
通
手
段
の
独
占
に
よ
っ
て
商

品
流
通
を
掌
握
し
、
そ
の
こ
と
が
ま
た
彼
の
土
地
所
有
を
補
強
す
る

関
係
に
立
っ
て
い
た
。
そ
の
経
営
は
、
非
血
縁
下
人
の
大
量
集
積
に

よ
る
手
作
地
に
重
心
を
お
い
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
下
人
を
放
出
し
た

不
完
全
家
族
を
そ
の
周
辺
に
随
え
て
い
た
。
岡
津
に
、
こ
の
小
領
主

は
水
と
山
の
所
有
を
通
じ
て
、
臼
己
の
同
族
団
お
よ
び
他
の
従
属
的

同
族
団
を
支
配
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
こ
の
頃
い
ず
れ
も
単
婚
小
家

族
ご
と
に
経
営
を
分
裂
さ
せ
る
傾
向
を
示
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の

も
の
の
一
部
は
小
領
主
経
営
の
下
作
部
分
を
担
妾
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
に
対
し
て
、
幕
府
は
ま
ず
家
と
労
働
力
を
有
す

る
す
べ
て
の
農
民
を
夫
役
負
担
者
と
し
て
編
成
し
た
。
不
完
全
家
族

と
い
え
ど
も
、
こ
の
原
則
の
適
用
を
免
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
一
人
、

庄
魔
一
小
領
主
の
み
が
例
外
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
役
を
免
除
さ
れ
た

の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
少
し
も
よ
く
は
な
か
っ
た
。
彼
が
自
由
に

32　（32）



近世初頭における畿内蒜碩の支配構造（朝尾）

し
う
る
労
働
力
は
、
竜
は
や
幕
府
の
手
に
握
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ

①
る
。　

幕
府
は
、
こ
う
し
て
把
握
し
た
夫
役
を
駆
使
し
て
支
配
下
村
落
の

灌
概
工
事
を
行
い
、
積
極
的
に
庄
屋
一
点
領
主
の
支
配
権
に
干
渉
し
、

そ
の
所
有
の
基
礎
を
な
す
水
利
を
幕
府
の
手
に
掌
握
し
、
次
い
で
こ

れ
を
小
農
に
解
放
し
た
。

　
こ
こ
に
、
石
高
で
い
え
ば
一
〇
1
二
〇
石
前
後
、
家
族
で
い
え
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

単
婚
小
家
族
、
下
入
を
も
た
な
い
幕
藩
封
建
的
自
営
農
が
広
汎
に
成

立
す
る
条
件
が
形
成
さ
れ
、
事
実
成
立
す
る
（
ブ
ル
ジ
寡
ア
酌
分
解
の

出
発
点
）
。
　
幕
府
は
、
こ
の
層
か
ら
村
役
人
と
し
て
多
数
の
年
寄
を

任
命
し
、
貢
租
収
取
の
面
で
か
な
り
広
汎
な
権
限
を
も
た
せ
、
こ
れ

に
対
応
す
る
か
の
ご
と
く
摂
河
一
帯
に
舟
運
を
展
開
・
掌
握
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
実
を
通
観
す
る
に
、
一
七
世
紀
前
半
の
便
覧
は
、
庄

屋
1
1
小
領
主
層
と
幕
府
一
小
農
（
前
述
の
意
味
で
の
）
の
二
つ
の
ウ
ク

ラ
ー
ド
が
競
合
し
、
後
者
が
前
者
を
圧
倒
し
て
ゆ
く
過
程
と
し
て
把

握
さ
れ
る
。
　
こ
こ
に
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
　
初
期
の

（
本
稿
の
対
象
と
し
た
時
期
以
前
の
）
幕
府
が
、
　
御
用
商
人
的
な
商
業

資
本
を
あ
た
か
も
そ
の
権
力
の
基
盤
と
し
て
い
る
か
に
み
え
る
事
実

も
、
右
に
の
べ
た
よ
う
な
小
領
主
的
所
有
の
性
格
（
流
通
と
の
密
接
な

結
び
つ
き
）
か
ら
み
て
、
　
こ
れ
を
圧
倒
す
る
に
必
然
通
過
せ
ざ
る
を

え
な
い
一
段
階
と
し
て
理
解
し
う
る
の
で
あ
る
。

③
図
式
的
に
い
え
ば
、
庄
屋
一
小
領
盛
腰
が
こ
の
段
階
で
把
握
し
て
い
た

　
の
は
、
至
重
に
編
成
さ
れ
な
か
っ
た
農
氏
懸
（
無
高
・
下
入
）
で
、
庄
鐙

－
非
役
家
ウ
ク
ラ
ー
ド
と
、
幕
府
－
役
屋
ウ
フ
ラ
ー
ド
の
対
抗
と
し
て
と

　
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

②
こ
こ
に
「
幕
藩
封
建
的
〕
と
称
し
た
の
は
、
封
建
制
を
江
戸
時
代
だ
け

　
に
限
る
こ
と
に
つ
い
て
は
な
お
隅
題
が
残
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
「
近
世
醜
」

　
と
い
う
程
度
の
隈
定
を
付
し
た
意
味
で
あ
る
。

（
附
記
）

　
本
稿
に
使
用
し
た
地
方
史
料
は
、
枚
岡
帯
今
西
徳
太
郎
・
河
内
市
大
橋

貞
雄
・
柏
原
市
三
田
実
・
河
内
松
原
市
華
中
啓
二
・
布
施
市
松
本
院
高
・

京
都
市
柏
原
仁
兵
徳
の
各
氏
所
蔵
文
書
、
お
よ
び
大
阪
府
立
三
国
丘
高
校

保
管
松
倉
重
興
氏
所
蔵
文
漁
口
に
よ
っ
て
い
る
。
そ
の
偲
々
に
つ
い
て
は
註

に
示
し
た
。
こ
こ
に
余
渚
を
か
り
て
交
書
所
蔵
の
方
々
に
感
謝
の
意
を
表

し
た
い
。
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Govemihg　Structure　of　the　Shogunal　Territory　in

Kinai（畿内）at　the　Beginning　of　the　Edo　Era

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Naohiro　Asao

　　Government　of　the　peasantry　in　Kinai（｛幾内）　ofおhe　Shogunal　ter－

fitory　in　the　Kan－ei（寛永）period（1624－44）had　two　aspects；one茎s

by　enforcement　of　the　statute　labor　by　organizing　as】磁砂α（役家）

alraost　all　the　peasants　who　had　their　house　and　labor　power，　and　the

other　by　authorizing　many　Toshiyoris（年寄）elected　out　of　small

peasants　creating　new　consanguineous　family　to　levy　rent，　intending

to　weaken　the　social　economical　infiuence　of　Shoya（庄屋）or　village

headmen　who　were　developing　their　holdings　as　sxnall　resident　land－

lords．

　　Tfte　Shogunate　govemment　interfered　in　and　secure　their　control

over　irrigation，　forests　and　fields　which　were　the　foundation　pf　their

holdings，　and　created　conditions　for　formation　of　the　feudal　family－

yeomanry　as　a　base　of　its　own　authority　by　promoting　irrigation　works．

The　Assembly　of　the　Second　AtheRian

　　　　　　　　　　　　　Confederacy

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Shigeru　Kinugasa

　　　The　Athenians，　as　head　of　the　Second　Naval　Confederacy，　unlil〈e　the

　　case　of　the　Delos　League，　took　a　democratic　attitude　by　respecting　their

　　allies’　autonomy　and　trying　to　be　on　an　equal　iooting　with　their　friends．re

　　iri　their　practical　action，　however，　they　adopted　the　pQlicy　in　defiance

　　of　their　allies　；　consequently　there　arose　two　dlfferent　interpretations

　　　　　one　is　to　regard　each　League　in　the　same　character，　the　other　in

　　quite　a　different　character．　This　article　shall　find　out　the　progressive

　　aspect　or　She　new　importance　of　this　League　at　that　time　by　investi－

　　gating　the　name，　constitution，　and　functlon　of　this　League’s　genera1

．　meetlng．
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